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創立100周年記念式典を開催
緊急事態宣言、映像配信を使う

高
を
卒
業
し
た
ば
か
り
と
い
う
感
じ
で

後
輩
に
語
り
、自
ら
作
曲
し
た
「letter

」

を
演
奏
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
演
奏
活
躍

の
画
像
を
映
し
出
し
た
。

ピ
ア
ノ
の
高
43
大
澤
美
穂
さ
ん
は
、

豊
高
時
代
は
音
楽
よ
り
も
ス
イ
ー
ツ
に

惹
か
れ
、
お
け
い
こ
の
た
び
に
頂
け
る

お
茶
菓
子
目
当
て
に
入
部
し
た
茶
道
部

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
り
、ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー

作
曲
の
「
金
色
の
魚
」
を
演
奏
し
た
。

演
奏
が
終
っ
て
ホ
ー
ル
で
も
思
わ
ず

拍
手
が
沸
い
た
。

◇
記
念
講
演

　�

村
上
さ
ん
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン・

中
村
医
師
の
偉
業
を
伝
え
る

休
憩
時
間
の
の
ち
は
高
20
村
上
優
さ

ん
の
記
念
講
演
も
事
前
録
画
の
放
映
。

「
天
、
共
に
在
り
」
と
題
し
て
、

２
０
１
９
年
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
現
地

培
わ
れ
た
も
の
だ
と
挨
拶
し
、

こ
れ
か
ら
の
決
意
を
述
べ
て
式

典
は
無
事
に
終
っ
た
。

◇
記
念
演
奏

　
ビ
デ
オ
の
演
奏
に
拍
手

み
ん
な
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
卒
業

生
・
3
人
の
音
楽
家
に
よ
る
記
念
演
奏

も
事
前
録
画
の
映
像
の
配
信
と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
１
０
０
周
年
の
お
祝
い
を

述
べ
た
後
、
在
校
当
時
の
思
い
出
や
後

輩
へ
の
期
待
を
語
っ
た
後
演
奏
が
始

ま
っ
た
。

チ
ェ
リ
ス
ト
の
高
54
辻
本
玲
さ
ん
は

高
校
時
代
の
音
楽
の
授
業
で
歌
っ
た

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第
九
が
今
で
も
毎

年
N
H
K
ホ
ー
ル
で
演
奏
す
る
こ
と
と

な
る
縁
の
あ
る
曲
だ
と
コ
メ
ン
ト
し
、

「
サ
ン
・
サ
ー
ン
ス　

白
鳥
」「
ガ
ブ
リ

エ
ル
の
オ
ー
ボ
エ
」
を
演
奏
。

フ
ル
ー
ト
の
高
67
尾
崎
勇
太
さ
ん
は

吹
奏
楽
部
時
代
の
思
い
出
を
、
ま
だ
豊

◇
プ
ロ
ロ
ー
グ

　
開
会
を
飾
る
ダ
ン
ス
部
の
演
技

開
始
時
刻
前
、
豊
陵
ホ
ー
ル
の
正
面

ス
ク
リ
ー
ン
に
は
体
育
館
で
の
準
備
の

動
き
が
映
っ
て
い
る
。
み
ん
な
開
始
事

項
に
追
わ
れ
慌
た
だ
し
く
動
い
て
い
る
。

13
時
10
分
、
い
よ
い
よ
開
式
。
4
人

の
生
徒
が
司
会
を
務
め
る
。「
豊
中
高

校
１
０
０
年
の
あ
ゆ
み
」
を
振
り
か
え

る
映
像
が
静
か
に
映
し
出
さ
れ
る
。
振

り
返
れ
ば
１
０
０
年
は
あ
っ
と
い
う
間

の
時
間
で
も
あ
っ
た
。

続
い
て
体
育
館
で
実
際
に
舞
う
ダ
ン

ス
部
に
よ
る
華
麗
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
ダ
ン

ス
の
演
技
。
マ
ス
ク
を
し
な
が
ら
の
激

し
い
動
き
に
目
を
見
張
る
。
開
演
に
花

を
添
え
る
出
来
栄
え
だ
っ
た
。

◇
式
典

　
在
校
生
4
人
の
司
会
進
行

司
会
進
行
は
4
人
の
在
校
生
。
プ
ロ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
高
37
古
川
圭
子
さ
ん

か
ら
事
前
の
指
導
を
受
け
て
い
る
。
ま

ず
藤
縄
教
頭
（
総
務
部
会
長
）
が
開
会

の
言
葉
。
吹
奏
楽
部
金
管
隊
に
よ
る

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
・
君
が
代
の
演
奏
に

よ
り
、
大
阪
府
立
豊
中
高
校
１
０
０
周

年
記
念
式
典
の
開
式
と
な
っ
た
。

主
催
者
挨
拶
と
し
て
、
平
野
校
長
・

高
坂
実
行
委
員
長
が
と
も
に
創
立

１
０
０
年
を
祝
い
、
こ
の
式
典
を
開
催

出
来
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、

今
後
の
一
層
の
発
展
を
期
す
る
決
意
を

述
べ
た
。

続
く
来
賓
挨
拶
は
映
像
で
配
信
さ
れ

た
。
橋
本
正
司
・
大
阪
府
教
育
委
員
会

教
育
長
、
長
内
繁
樹
・
豊
中
市
長
か
ら

お
祝
い
の
言
葉
と
こ
れ
か
ら
も
地
域
と

と
も
に
発
展
す
る
期
待
が
述
べ
ら
れ

た
。
最
後
に
在
校
生
代
表
・
高
田
一
弥

さ
ん
（
3
年
・
令
和
2
年
後
期
自
治
会

会
長
）
が
、
豊
高
生
の
持
つ
高
い
志
・

主
体
性
・
共
同
性
が
歴
史
と
伝
統
か
ら

5
月
7
日
（
金
）、
豊
中
高
校
校
舎
内
に
て
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
。
世
の
中
の
情
勢
は
昨
年
か
ら
続

く
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
、
3
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
好
転
し
な
い
ま
ま
だ

が
、「
校
内
限
定
」「
無
観
客
」
の
前
提
に
対
応
し
て
感
染
対
策
を
し
っ
か
り
と
施
し
た
中
で
予
定
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
通
り
に
進
行

す
る
、
と
い
う
工
夫
で
の
開
催
と
な
っ
た
。
校
長
・
実
行
委
員
長
の
挨
拶
と
生
徒
の
出
演
は
同
時
配
信
で
放
送
。
他
は
録
画
配

信
の
出
演
だ
っ
た
。

メ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
は
体
育
館
。
ス
テ
ー
ジ
は
広
い
体
育
館
の
正
面
寄
り
、
半
分
の
ス
ペ
ー
ス
を
使
用
し
、
出
演
者
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
つ
。
後
ろ
半
分
の
ス
ペ
ー
ス
に
カ
メ
ラ
な
ど
校
内
送
信
の
機
材
を
配
置
し
て
吹
奏
楽
部
・
ダ
ン

ス
部
の
演
目
を
同
時
配
信
し
た
。

体
育
館
入
り
口
の
右
手
前
に
は
臨
時
の
「
正
面
舞
台
」
を
設
置
。
金
屏
風
を
立
て
か
け
て
「
大
阪
府
立
豊
中
高
等
学
校
創

立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
」
の
横
幕
。
演
壇
の
両
脇
に
は
国
旗
と
校
旗
、
右
手
に
は
胡
蝶
蘭
を
飾
っ
て
放
映
用
の
撮
影
舞
台

装
置
は
万
全
。
入
口
反
対
側
に
は
も
う
一
台
の
カ
メ
ラ
が
司
会
者
の
動
き
を
捉
え
、
平
野
校
長
・
高
坂
会
長
（
百
周
年
事
業

実
行
委
員
長
）
の
挨
拶
を
同
時
配
信
し
た
。

全
校
生
徒
は
記
念
事
業
の
教
育
機
器
新
設
で
設
置
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
各
教
室
で
の
視
聴
参
加
。
実
行
委
員
会
の

出
席
メ
ン
バ
ー
と
ク
ラ
ス
担
任
の
な
い
先
生
方
が
、
こ
れ
も
記
念
事
業
で
新
設
さ
れ
た
豊
陵
ホ
ー
ル
で
視
聴
参
加
し
た
。
本

番
の
挨
拶
に
「
出
演
」
す
る
高
坂
・
実
行
委
員
長
（
豊
陵
会
会
長
）
は
礼
服
姿
で
呼
び
出
し
が
来
る
ま
で
待
機
で
あ
る
。
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ス
ク
姿
で
合
唱
し
た
（
指
揮
は
音
楽
科
・

手
代
木
佑
衣
子
先
生
）。
体
育
館
で
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
ち
感
染
対

策
を
十
分
に
行
わ
れ
た
合
唱
だ
っ
た
。

◇
エ
ピ
ロ
ー
グ

　
心
の
中
で
校
歌
を
歌
う

記
念
式
典
最
後
の
演
目
は
、
豊
中
高

校
で
１
０
０
年
間
歌
わ
れ
て
き
た
北
原

白
秋
作
歌
・
山
田
耕
筰
作

曲
の
「
大
阪
府
立
豊
中
高

等
学
校
校
歌
」
の
映
像
と

歌
を
配
信
し
、
参
加
者
一

同
は
声
を
出
さ
ず
に
、
心

の
中
で
歌
い
１
０
０
周
年

記
念
式
典
の
幕
を
閉
じ
た
。

す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
終
え
て
関
係
者
は
豊
陵

ホ
ー
ル
に
集
ま
り
、
そ
の

瞬
間
だ
け
マ
ス
ク
を
取
っ
て
記
念
写
真

に
臨
ん
だ
。

翌
5
月
8
日
付
読
売
新
聞
地
方
版
に

「
豊
中
高
校
１
０
０
年
式
典　

中
継

で
」
と
の
見
出
し
で
式
典
記
事
が
掲
載

さ
れ
た
。

�

（
古
澤　

頼
秋
）

で
武
装
勢
力
の
襲
撃
を
受
け
て
亡
く

な
っ
た
中
村
哲
医
師
の
功
績
を
ス
ラ
イ

ド
も
使
い
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
語
っ

た
。（
左
上
の
写
真
）

同
氏
は
現
在
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で

の
医
療
活
動
を
支
援
す
る
目
的
で
結
成

さ
れ
た
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
」
会
長
で

あ
り
、
中
村
哲
医
師
が
率
い
て
い
た
Ｐ

Ｍ
Ｓ
（
略
：Peace�（Japan

）M
edical�

Ser vices

）
の
総
院
長
を
引
き
継
い
で

い
る
。

講
演
の
始
め
に
村
上
さ
ん
は
、
今
で

も
そ
う
だ
ろ
う
が
豊
高
か
ら
西
の
方
角

の
大
学
を
目
指
す
人
は
少
な
く
、
九
州

大
に
は
3
人
が
入
学
し
た
。
そ
こ
で
山

岳
部
に
在
籍
し
、
中
村
さ
ん
と
の
つ
な

が
り
が
始
ま
り
、
登
山
を
通
じ
て
紛
争

中
の
国
々
の
事

情
を
知
る
こ
と

に
な
っ
た
、
と

前
置
き
し
て
話

し
出
し
た
。

中
村
医
師
の

活
動
の
跡
を
た

ど
る
と
、
最
初
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東

部
の
辺
境
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
ハ
ン
セ
ン

病
治
療
の
医
師
と
し
て
赴
任
し
た
が
、

病
気
の
背
景
に
は
続
く
戦
乱
や
慢
性
の

食
糧
不
足
と
栄
養
失
調
が
あ
る
こ
と
を

知
り
、
自
力
で
率
先
し
て
活
動
の
輪
を

広
げ
て
い
っ
た
。

ま
ず
十
分
な
水
。
衛
生
面
の
向
上
。

医
師
で
あ
り
な
が
ら
井
戸
を
掘
る
。
医

師
で
あ
り
な
が
ら
井
戸
掘
り
を
研
究

し
、
地
元
民
の
協
力
を
求
め
な
が
ら

村
々
に
何
本
も
の
井
戸
を
完
成
し
た
。

井
戸
は
点
。
次
は
面
と
し
て
の
水
の

還
流
。
故
郷
・
九
州
の
古
い
土
木
工
法

を
研
究
し
て
、
地
元
の
人
と
協
力
し
な

が
ら
人
力
で
灌
漑
施
設
を
完
成
し
た
。

岩
の
多
い
同
地
で
は
石
工
経
験
者
が
多

く
、
土
手
の
建
設
も
意
外
と
は
か
ど
っ

た
と
い
う
。

さ
ら
に
こ
の
水
の
流
れ
を
利
用
し
て

農
業
の
確
立
。
水
の
堰
止
め
と
取
水

の
技
術
は
中
村
医
師
の
故
郷
に
江
戸

時
代
か
ら
伝
わ
る
工
夫
を
活
用
し
た

と
い
う
。

砂
漠
化
し
た
農
地
の
改
革
が
急

務
だ
と
判
断
し
て
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と

事
業
を
積
み
上
げ
、
戦
争
以
外
の
農

業
で
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
を
知
っ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
大
統
領
自
ら
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
を
訪

れ
、
中
村
医
師
ら
を
顕
彰
し
た
。
中

村
医
師
は
い
つ
の
間
に
か
、「
医
師
」

「
土
木
技
術
者
」「
農
業
指
導
者
」

に
変
身
し
て
い
た
。

「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
」
は
今
な
お

進
行
す
る
大
干
ば
つ
の
な
か
灌
漑
水

利
事
業
に
重
き
を
置
い
て
、
現
在
は

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
、農
業
事
業
、

灌
漑
事
業
、
訓
練
所
で
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
方
式

取
水
技
術
の
普
及
活
動
に
尽
力
し
て
い

る
団
体
。

講
演
は
、
本
校
卒
業
後
、
九
州
大
学

医
学
部
で
中
村
哲
医
師
と
出
会
い
、
銃

弾
に
倒
れ
る
そ
の
日
ま
で
親
交
深
い
村

上
優
さ
ん
か
ら
見
た
、
中
村
哲
医
師
の

功
績
を
語
る
講
演
だ
っ
た
。
終
っ
て
司

会
者
の
「
村
上
先
生
に
盛
大
な
拍
手
を
」

と
い
う
呼
び
か
け
に
豊
陵
ホ
ー
ル
や
各

教
室
か
ら
も
拍
手
が
聞
こ
え
て
き
た
。

◇
記
念
の
大
合
唱

　
力
強
い「
凱
旋
行
進
曲
」

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
ふ
た
た
び
体
育
館

か
ら
の
生
中
継
。
G
・
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
作

曲
の
「
ア
イ
ー
ダ　

凱
旋
行
進
曲
」
の

大
合
唱
。
福
野
勝
久
先
生
（
理
科
）
の

指
揮
で
吹
奏
楽
部
が
演
奏
し
、
手
代
木

先
生
指
導
の
音
楽
授
業
選
択
者
１
７
０

人
が
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
、
マ

教
室
の
放
映
で
式
典
参
加
し
た

生
徒
の
声

ど
ん
よ
り
と
し
た
空
か
ら
細
い
雨

が
落
ち
始
め
た
。
し
か
し
体
育
館
で

は
式
典
部
会
関
係
者
は
じ
め
、
放
送

設
備
の
人
た
ち
が
時
間
に
追
わ
れ
な

が
ら
最
後
の
準
備
を
し
て
い
る
。

生
徒
た
ち
は
リ
モ
ー
ト
参
加
。
各

教
室
で
式
典
放
映
の
開
始
を
待
っ

た
。
い
つ
も
の
授
業
が
始
ま
る
の
と

同
じ
風
景
で
あ
る
。

式
典
が
終
わ
っ
て
生
徒
た
ち
の
感
想

・�

尾
崎
さ
ん
（
フ
ル
ー
ト
）
は
よ
く
知
っ

て
い
る
の
で
楽
し
く
聞
く
こ
と
が
で
き

た
。

・�

辻
本
さ
ん
の
チ
ェ
ロ
、
大
澤
さ
ん
の
ピ

ア
ノ
は
よ
か
っ
た
。

・�（
中
村
医
師
が
）
4
年
間
で
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
に
緑
を
も
た
ら
し
た
の
は
す

ご
い
と
思
っ
た
。

・�

命
を
懸
け
て
活
動
さ
れ
た
中
村
医
師

に
感
動
し
た
。

・�

海
外
で
活
動
す
る
人
の
誠
実
さ
が
伝

わ
っ
て
き
た
。

・
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
に
な
り
た
い
。

・�

人
と
人
と
の
か
か
わ
り
あ
い
を
大
切
に

し
た
い
。

　

実
行
委
員
会
の
式
典
部
会
に
よ
る

と
、
記
念
式
典
の
全
部
を
録
画
編
集

し
て
同
期
会
な
ど
で
鑑
賞
で
き
る
よ

う
に
準
備
中
と
い
う
。

�

（
大
久
保　

孝
）

ブルドーザーを運転する中村医師
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「
無
観
客
」
の
記
念
式
典
を
終
え
て

�

式
典
部
会
長

　
須
賀
寅
充
（
高
16
）

令
和
3
年
は
年
が
明
け
て
か
ら
と

い
う
も
の
、
祝
賀
会
の
中

止
、
豊
中
市
立
文
化
芸
術

セ
ン
タ
ー
で
の
記
念
式
典

を
無
観
客
実
施
へ
予
定

変
更
、
そ
し
て
極
め
つ
き

は
大
阪
府
の
緊
急
事
態

宣
言
で
セ
ン
タ
ー
の
休
館

が
決
定
。
新
型
コ
ロ
ナ
に

押
さ
れ
っ
ぱ
な
し
の
三
連

敗
、
式
典
部
会
は
土
俵
際

に
追
い
詰
め
ら
れ
、
本
番

ま
で
あ
と
2
週
間
余
り

を
残
す
の
み
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
来
賓
挨
拶
、

記
念
講
演
、
記
念
演
奏
会

は
急
遽
動
画
な
ど
の
提
供
を
頂
き
、

本
番
は
体
育
館
を
舞
台
に
在
校
生
に

よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
実
況
を
各

教
室
と
豊
陵
ホ
ー
ル
へ
配
信
と
決

定
。
中
継
担
当
の
放
送
芸
術
学
院

の
学
生
た
ち
と
講
師
、
10
数
名
が

ラ
イ
ト
バ
ン
2
台
に
機
材
を
積
み

込
み
本
番
前
日
の
午
後
来
校
、
早

速
設
置
に
と
り
か
か
り
体
育
館
1

階
か
ら
2
階
入
り
口
は
テ
レ
ビ
ス

タ
ジ
オ
に
早
変
り
、
短
時
間
の
リ

ハ
ー
サ
ル
。
そ
し
て
迎
え
た
本
番

当
日
、
体
育
館
は
午
前
中
の
授
業

使
用
が
終
っ
て
本
番
ま
で
約
1
時

間
、
リ
ハ
ー
サ
ル
も
そ
こ
そ
こ
に

第
1
部
プ
ロ
ロ
ー
グ
の
開
始
を
伝

え
る
キ
ュ
ー
を
出
さ
ね
ば
な
ら
な

い
。
目
を
閉
じ
、大
き
く
深
呼
吸
。

調
整
担
当
の
チ
ー
フ
に
本
番
5
秒

前
を
伝
え
る
。
5
・
4
・

3
・
2
･
･
･
吹
奏
楽
部
に

よ
る
最
初
の
ス
ラ
イ
ド
映
写

の
B
G
M
の
演
奏
が
流
れ
始

め
た
。
そ
れ
に
続
く
ダ
ン
ス

部
の
華
麗
な
ダ
ン
ス
、
そ
し

て
本
日
の
司
会
進
行
役
の
4

名
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
開
始
の

キ
ュ
ー
を
伝
え
た
。
式
典
は

滑
ら
か
に
ス
タ
ー
ト
し
始
め

て
い
た
。

こ
の
後
の
展
開
は
台
本
の

通
り
の
進
行
。
第
6
部
の
体

育
館
で
の
吹
奏
楽
部
の
校
歌
の
伴
奏

と
大
合
唱
が
終
わ
り
、
司
会
進
行
役

4
名
の
内
の
代
表
生
徒
が
締
め
の
挨

拶
を
終
え
全
員
深
々
と
一
礼
を
し
た

時
、
華
や
か
な
大
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー

ジ
で
は
な
く
、
舞
台
照
明
も
な
い
質

実
な
体
育
館
で
あ
っ
た
が
、
皆
と
心

と
力
を
合
わ
せ
て
自
か
ら
や
り
通
し

て
い
く
豊
高
魂
を
見
せ
て
く
れ
た
後

輩
た
ち
に
目
頭
は
熱
く
な
っ
て
い
た
。

私
は
ま
さ
に
、現
場
に
「
風
と
光
」

が
輝
い
て
い
た
こ
と
を
感
じ
て
い
た

の
だ
っ
た
。

まさに “ 風と光 ” が輝いた！
―質実剛健、協同進取に支えられ―

「
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
」
の
司
会
進
行
役
は

パ
ー
テ
ィ
中
止
で
出
番
な
し
！

　
　
こ
れ
が
当
た
り
前
に

　
　
　
　
　
　
な
ら
な
い
よ
う
に

豊
友
会
　
桂
　
枝
女
太

「
た
だ
い
ま
よ
り
、
豊
中
高
校

1
0
0
周
年
記
念
祝
賀
会
を
始
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
司
会
は

P
T
A
会
長
と
し
て
豊
高
に
ご
縁
を

い
た
だ
き
ま
し
た
桂
枝
女
太
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

祝
賀
会
で
の
司
会
者
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
の
挨
拶
。
落
語
だ
け
で
は
食
っ

て
い
け
な
か
っ
た
若
い
頃
は
こ
の
よ

う
な
パ
ー
テ
ィ
の
司
会
な
ど
で
食
い

つ
な
い
で
い
た
。
パ
ー
テ
ィ
の
司
会

な
ん
て
何
年
ぶ
り
や
ろ
、
そ
ん
な
こ

と
を
思
い
な
が
ら
ホ
テ
ル
と
の
交
渉

や
案
内
文
を
作
る
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
た
。

そ
れ
が
･
･
･
あ
っ
け
な
く
。

コ
ロ
ナ
で
世
の
中
が
変
わ
っ
た
と

い
う
が
、
祝
賀
会
の
中
止
だ
け
で
な

く
式
典
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
。
こ
れ

が
コ
ロ
ナ
が
変
え
た
新
し
い
形
な
の

か
。
こ
ん
な
人
と
人
と
の
繋
が
り
や

温
も
り
を
感
じ
な
い
形
が
コ
ロ
ナ
後

の
新
し
い
世
界
で
あ
っ
て
い
い
は
ず

が
な
い
。

コ
ロ
ナ
は
い
つ
か
は
必
ず
終
息
す

る
。
そ
の
あ
と
の
世
界
は
以
前
に
も

増
し
た
温
も
り
の
あ
る
世
界
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

与
え
ら
れ
た
仕
事
を
全
う
で
き
な

か
っ
た
者
の
ぼ
や
き
で
し
た
。

�
（
平
成
14
年
度
P
T
A
会
長
）

録
画
で
の
ピ
ア
ノ
演
奏　

大
澤
美
穂
（
高
43
）

こ
の
度
は
、
1
0
0
周
年
記
念
式

典
の
ご
成
功
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

在
校
生
の
皆
様
な
ど
に
、
実
際
に

演
奏
を
お
聴
き
い
た
だ
く
こ
と
が
出

来
ず
残
念
で
し
た
が
、
当
日
に
向
け

て
、
辻
本
さ
ん
や
尾
崎
さ
ん
と
和
気

あ
い
あ
い
と
練
習
出
来
た
こ
と
は
、

い
い
思
い
出
で
す
。
式
典
で
は
、
演

奏
動
画
と
一
緒
に
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
を

ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
改
め

て
高
校
時
代
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し

た
が
、
沢
山
の
経
験
が
出
来
た
素
晴

ら
し
い
時
間
で
あ
っ
た
と
幸
せ
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
の

中
で
式
典
を
ご
準
備
さ
れ
た
先
生

方
、
委
員
会
の
皆
様
の
大
変
な
ご
苦

労
を
感
じ
な
が
ら
、
同
時
に
、
豊
高

を
大
切
に
思
う
お
気
持
ち
も
強
く
伝

わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
豊
高
が
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
、
ま

す
ま
す
発
展
し
続
け
ま
す
よ
う
、
心

よ
り
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

ご存じでしたか？
トヨチュウ・豊高の卒業生数

▼�総卒業生数　旧制中学＝4,911名（男子生徒のみ）。新制豊中高校（2020年卒業
まで）＝32,093名（うち男子生徒＝17,143名、女子生徒＝14,680名）。総合計
＝37,004名。
▼�女子卒業生徒の方が多い年度＝2004年（女子167名・男子160）、2007年（女
子167・男158）、2012年（女子181・男子177）、2015年（女子178・男子
173）、2016年（女子184・男176）、2020年（女子182・男173）。

【「創立100周年記念誌」から】

4豊陵会報 VOL.104



豊
陵
会
で
は
豊
中
高

校
と
共
に
1
0
0
周
年

記
念
事
業
実
行
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
今
年
の
創

立
1
0
0
周
年
の
記
念

事
業
の
実
行
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
と
い
う
災
厄
に
遭
遇
し
、
緊

急
事
態
宣
言
下
で
思
い
通
り
の
活
動
も
出
来
な
い
ま
ま
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
す
毎
日
で
し
た
。

記
念
事
業
の
総
仕
上
げ
と
も
い
う
べ
き
5
月
7
日
の

記
念
式
典
も
、
本
来
で
あ
れ
ば
豊
中
市
立
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
で
賑
々
し
く
行
う
予
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、
母
校
の

体
育
館
と
各
教
室
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ぶ
動
画
配
信
と
い

う
方
法
で
行
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
の
創
意
と
工
夫
の
お
か

げ
で
、在
校
生
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
加
え
、ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
会
長
の
村
上
優
さ
ん
（
高
20
期
）
の
講
演
、
大
澤
美

穂
さ
ん
（
高
43
期
）
の
ピ
ア
ノ
、辻
本
玲
さ
ん
（
高
54
期
）

の
チ
ェ
ロ
、
尾
崎
勇
太
さ
ん
（
高
67
期
）
の
フ
ル
ー
ト
と

い
う
三
人
の
豊
高
出
身
の
著
名
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
演
奏
を

動
画
配
信
で
視
聴
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
素
晴
ら
し
い
講
演
や
演
奏
に
加
え
、
在
校
生
へ
送
ら
れ

た
心
暖
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
大
変
感
動
致
し
ま
し
た
。

質
素
で
は
あ
り
ま
す
が
母
校
愛
に
満
ち
た
節
度
の
あ

る
行
事
を
遂
行
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
自
負
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
は
偏
に
実
行
委
員
会
の
皆
様
及
び
教
職
員
の

先
生
方
の
ご
尽
力
と
、そ
れ
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
幹
事
・

評
議
員
の
方
々
を
始
め
豊
陵
会
員
の
皆
様
の
ご
声
援
の
賜

物
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
因
み
に
、
翌
日
の
読
売
新
聞

の
北
摂
版
に
こ
の
記
念
行
事
が
紹
介
さ
れ
た
の
は
望
外
の

喜
び
で
し
た
。

な
お
、
募
金
活
動
に
つ
い
て
は
別
途
詳
細
な
ご
報
告
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
お
蔭
様
で
当
初
の
目
標
の
1
億

円
を
達
成
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
特
定
寄
付

で
は
豊
陵
ホ
ー
ル
の
全
面
改
装
と
電
子
機
器
の
設
置
を
実

現
す
る
事
が
で
き
、
ま
た
台
風
で
倒
れ
た
校
門
脇
の
ヒ
マ

ラ
ヤ
杉
の
二
代
目
の
植
樹
も
終
わ
り
ま
し
た
。
一
般
寄
付

は
奨
学
金
へ
回
す
事
な
ど
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

記
念
式
典
に
先
立
つ
行
事
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
17
期
卒
業
生
の
加
古
隆
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
再
々
延
期

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
卒
業
生
を
始
め
多
く
の
方
に
ご
来

場
い
た
だ
き
、
素
晴
ら
し
い
演
奏
に
酔
い
痴
れ
る
と
と
も

に
曲
の
合
間
に
語
ら
れ
る
彼
の
母
校
愛
に
満
ち
た
コ
メ
ン

ト
は
沢
山
の
卒
業
生
の
方
々
の
共
感
を
呼
び
ま
し
た
。
こ

の
演
奏
会
を
企
画
、
進
行
い
た
だ
き
ま
し
た
17
期
の
廣
瀬

純
さ
ん
の
献
身
的
な
ご
尽
力
に
感
謝
致
し
ま
す
。

ま
た
、
1
0
0
周
年
記
念
誌
が
完
成
致
し
ま
し
た
。
大

部
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
が
、
素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え
で

す
。
地
道
に
編
集
作
業
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
編
集
委

員
の
方
々
の
ご
苦
労
の
感
謝
の
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

偶
々
と
は
い
え
、
高
校
32
期
平
野
校
長
と
一
緒
に
実
行

委
員
会
を
運
営
で
き
た
の
は
、
豊
中
高
校
に
と
っ
て
も
、

ま
た
私
自
身
に
と
っ
て
も
大
変
な
幸
運
で
し
た
。
同
じ
卒

業
生
と
し
て
お
互
い
に
母
校
愛
に
燃
え
つ
つ
、
豊
陵
会
会

長
と
校
長
と
い
う
立
場
を
忘
れ
る
事
な
く
、
和
し
て
同
ぜ

ず
の
精
神
で
二
人
三
脚
を
歩
め
た
の
は
大
き
な
喜
び
で

す
。
今
回
、
大
過
な
く
行
事
を
遂
行
で
き
た
の
は
、
ま
さ

に
、
こ
の
幸
運
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

偶
々
、
私
は
1
0
0
周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
会
長
を

務
め
る
巡
り
合
わ
せ
に
な
り
ま
し
た
。
1
0
0
周
年
を
目

指
し
て
結
集
い
た
だ
き
ま
し
た
豊
陵
会
員
の
皆
様
の
熱
意

を
確
実
に
次
代
に
引
き
継
ぐ
の
が
私
に
課
せ
ら
れ
た
最

後
の
役
割
で
す
。

こ
の
た
び
、
母
校
の
創
立

1
0
0
周
年
記
念
事
業
を
終

え
る
に
当
た
り
、
校
長
と
し

て
豊
陵
会
の
皆
様
に
お
礼
と

ご
報
告
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

本
事
業
へ
の
取
組
み
を
始

め
た
の
は
、
豊
中
高
校
に
校
長
と
し
て
赴
任
し
た
翌
年
の

2
0
1
7
年
に
遡
り
ま
す
。
同
年
8
月
、
豊
陵
会
・
豊
友

会
・
P
T
A
・
学
校
の
代
表
が
一
堂
に
会
し
、
記
念
事
業

実
行
委
員
会
の
前
身
で
あ
る
記
念
事
業
準
備
委
員
会
が

組
織
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
資
料
に
は
、
私
の
記
念
事
業
に
対
す
る
思
い
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、「
豊
高
生・豊
中
生
！
大
正・

昭
和
・
平
成
・
令
和
‒
時
代
を
超
え
て
『
全
員
参
加
』
の

1
0
0
周
年
‒
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
・
フ
レ
ー
ズ
に
集
約

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
フ
レ
ー
ズ
は
、
同
窓
生
の
皆
様
方

を
は
じ
め
、
在
校
生
、
教
職
員
、
P
T
A
（
O
B
・
O
G

を
含
む
）な
ど
、時
代
を
超
え
て
豊
中
高
校
に
ご
縁
の
あ
っ

た
方
々
が
、
こ
の
事
業
に
多
様
な
方
法
で
参
画
し
て
い
た

だ
き
、
1
0
0
年
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
未
来
の
豊
高
生

へ
の
応
援
を
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
た
も
の

で
し
た
。

豊
陵
会
の
皆
様
方
を
中
心
に
、
多
く
の
方
々
か
ら
ご
寄

付
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
資
金
を
基
に
、
豊
陵
ホ
ー
ル
の
改

築
、
全
教
室
へ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
設
置
、
教
科
準
備
室
の

環
境
整
備
（
学
習
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
）、
豊
高

教
育
基
金
の
設
立
、
記
念
誌
の
発
行
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
の
植

樹
等
を
通
し
て
、
こ
の
思
い
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
豊
陵
会
の
皆

様
方
の
ご
理
解
・
ご
支
援
の
賜
物
で
す
。
心
よ
り
感
謝
を

申
し
あ
げ
ま
す
。

記
念
事
業
の
総
決
算
と
も
い
え
る
記
念
式
典
に
つ
い
て

は
、
5
月
7
日
、
開
催
会
場
と
し
て
予
定
し
て
い
た
豊
中

市
立
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
が
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
使

用
が
で
き
な
く
な
り
、
急
遽
校
内
で
動
画
を
駆
使
し
た
方

式
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
皆
様
方

と
一
堂
に
会
し
て
慶
び
を
分
か
ち
合
い
た
か
っ
た
の
で
す

が
、
残
念
な
が
ら
断
念
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

記
念
式
典
の
開
催
に
お
い
て
も
、
豊
陵
会
の
方
々
の
絶

大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
式
典
全
体
の
構
成
を

ご
担
当
い
た
だ
い
た
須
賀
寅
充
豊
陵
会
副
会
長
様
、
ご
講

演
を
い
た
だ
い
た
高
20
期
の
村
上
優
様
、
素
晴
ら
し
い
演

奏
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
高
43
期
の
大
澤

美
穗
様
、高
54
期
の
辻
本
玲
様
、高
67
期
の
尾
崎
勇
太
様
、

司
会
を
担
当
し
た
生
徒
を
ご
指
導
い
た
だ
い
た
高
37
期
古

川
圭
子
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
当
日
動
画
を

視
聴
し
た
生
徒
か
ら
は
、
ご
講
演
に
対
し
て
「
一
隅
を
照

ら
す
・
違
い
に
優
劣
や
善
悪
を
つ
け
な
い
・
裏
切
ら
れ
て

も
裏
切
り
返
さ
な
い
な
ど
の
言
葉
が
印
象
に
残
っ
た
。」

「
中
村
哲
医
師
と
村
上
さ
ん
と
先
輩
・
後
輩
関
係
が
素
敵

だ
。」、
演
奏
に
対
し
て
「
生
で
聞
い
て
み
た
い
。」「
世
界

的
に
活
躍
し
て
い
る
先
輩
が
い
る
こ
と
に
誇
り
を
感
じ

る
。」
等
の
声
が
上
が
り
、
感
銘
・
感
動
を
呼
び
起
こ
し

た
こ
と
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

5
年
間
に
わ
た
る
本
記
念
事
業
は
、
高
坂
豊
陵
会
会

長
を
実
行
委
員
長
と
し
て
、
豊
陵
会
の
全
面
的
ご
支
援
に

よ
り
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
わ
た
く
し

は
、
記
念
式
典
の
式
辞
に
お
い
て
、「
本
日
こ
の
日
を
迎

え
る
事
が
で
き
た
こ
と
は
感
無
量
で
す
。」
と
述
べ
よ
う

と
し
た
の
で
す
が
、
感
極
ま
っ
て
言
葉
に
詰
ま
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
豊
高
卒
業
生
の
校
長
と
し
て
豊
陵
会
の
皆
様

方
に
支
え
ら
れ
、
微
力
な
が
ら
本
事
業
に
関
わ
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
、
そ
し
て
、
温
か
く
同
窓
生
校
長
を
見
守
っ

て
く
だ
さ
っ
た
豊
陵
会
の
皆
様
方
に
重
ね
て
感
謝
を
申
し

あ
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
熱
意
を
次
代
に
引
き
継
ぐ

　
　
　
豊
陵
会
会
長
・

　
記
念
事
業
実
行
委
員
会
会
長

高
坂
敬
三
（
高
16
）

ま
さ
に
感
無
量
で
す

　
　
　
同
窓
生
校
長
と
し
て

　
　
　
１
０
０
周
年
事
業
に
関
わ
っ
て

　
　
　
　
第
22
代
校
長

　
平
野
裕
一
（
高
32
）
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 「
募
金
1
億
円
」を
達
成

　
　
　
　
　
　
　
　
純
募
金
額
に
豊
陵
会
事
業
積
立
金
を
拠
出

2
0
1
9
年
3
月
、
全
国
２
３
、0
0
0
人

の
会
員
な
ら
び
に
現
旧
教
職
員
、
P
T
A
、
豊

友
会
会
員
に
「
募
金
趣
意
書
」
を
発
送
し
て
開

始
さ
れ
た
母
校
創
立
百
周
年
記
念
募
金
は
期
日

の
2
0
2
1
年
2
月
末
日
で
締
め
切
ら
れ
た
。

同
日
ま
で
の
受
付
額
は
約
8
、
6
0
0
万

円
。「
コ
ロ
ナ
禍
」
の
影
響
も
あ
っ
て
終
盤
の

追
い
込
み
活
動
が
制
約
さ
れ
る
な
ど
、
思
う
に

ま
か
せ
な
い
状
況
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
豊
陵

会
の
事
業
積
立
金
か
ら
の
拠
出
に
よ
り
1
億
円

の
目
標
が
達
成
さ
れ
た
。

さ
ら
に
「
加
古
隆
ピ
ア
ノ
・
ソ
ロ
・
コ
ン
サ
ー

ト
」
の
収
益
金
、「
百
周
年
誌
」
販
売
の
収
入

な
ど
の
「
未
計
上
債
権
」
を
加
え
る
と
1
億
円

を
超
え
る
金
額
に
な
り
、高
坂
実
行
委
員
長（
豊

陵
会
会
長
）・
平
野
校
長
は
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
の

言
葉
を
豊
陵
会
報
な
ど
で
述
べ
た
。

▼
2
0
2
1
年
2
月
末
の
募
金
実
績

・�

特
定
寄
付
＝

　

5
、
7
6
0
万
円
（
1
、
8
7
6
件
）

一
般
寄
付
＝

　

2
、
8
2
0
万
円
（
2
、
8
2
7
件
）

・�

合
計
＝
8
、5
8
0
万
円
（
4
、7
0
3
件
）

・�

豊
陵
会
事
業
積
立
金
拠
出
＝

　

�

1
、
4
2
0
万
円　

…「
豊
陵
ホ
ー
ル
」設
計
等
委
託
費
含
む

（
記
念
事
業
の
清
算
収
支
報
告
書
は
次
号
の

会
報
に
掲
載
し
ま
す
。）

会
議
の
開
催
は
「
書
面
報
告
」
で

2
月
の
幹
事
・
評
議
員
会
、

決
算
・
予
算
な
ど
承
認
　

例
年
2
月
に
開
催
さ
れ
る
年
度
第
1
回
の

幹
事
・
評
議
員
会
議
は
コ
ロ
ナ
禍
で
集
合
開

催
が
不
可
能
な
た
め
、
書
面
に
よ
る
報
告
・

承
認
を
得
る
形
式
と
な
っ
た
。

2
月
24
日
付
で
高
坂
会
長
か
ら
幹
事
・
評

議
員
に
「
令
和
三
年
度
豊
陵
会
第
1
回
幹
事
・

評
議
員
会
の
開
催
に
替
え
て
」
と
題
す
る
書

面
が
送
ら
れ
、
2
0
2
0
年
度
「
事
業
報
告
」

「
決
算
報
告
」「
会
計
監
査
報
告
」、
2
0
2
1

年
度
の「
事
業
計
画
」「
予
算
案
」が
同
封
さ
れ
、

承
認
を
求
め
た
。

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
「
百
周
年
記
念
事
業
」

募
金
活
動
の
状
況
に
も
触
れ
、
目
標
額
に
届

か
な
い
資
金
に
つ
い
て
不
足
額
を
豊
陵
会
の

「
記
念
事
業
特
別
会
計
」
か
ら
支
援
支
出
す

る
こ
と
の
承
認
を
も
求
め
た
。

ま
た
新
評
議
員
に
高
34
小
林
柚
香
里
氏
の

選
出
を
報
告
し
た
。

【
決
算
・
予
算
一
覧
は
23
ペ
ー
ジ
に
掲
載
】

年
度
第
1
回
の
役
員
会

1
月
19
日
17
時
か
ら
ホ
テ
ル
ア
イ
ボ
リ
ー

の
オ
ー
キ
ッ
ド
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
高
坂

会
長
は
じ
め
豊
陵
会
の
執
行
部
役
員
が
出
席
。

「
三
密
回
避
」
対
策
の
た
め
、
広
い
会
場
に

間
隔
を
あ
け
て
の
座
席
配
置
。
ホ
テ
ル
の
営

業
終
了
時
間
19
時
ま
で
に
合
せ
て
議
事
が
進

め
ら
れ
た
。

①
豊
陵
会
の
一
般
会
計
な
ら
び
に
記
念
事

業
特
別
会
計
に
つ
い
て
令
和
2
年
度
決
算
報

告
、
同
3
年
度
の
予
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。

②
つ
い
で
百
周
年
記
念
事
業
募
金
の
現
況

が
報
告
さ
れ
、「
一
般
寄
付
」
の
状
況
か
ら
見

て
豊
陵
会
記
念
事
業
特
別
会
計
か
ら
の
支
援

拠
出
額
の
見
通
し
が
報
告
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

③
5
月
7
日
記
念
式
典
の
準
備
状
況
と
3

月
12
日
に
開
催
予
定
の
「
加
古
隆
ピ
ア
ノ
・

ソ
ロ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡

大
防
止
の
対
応
に
つ
い
て
担
当
部
会
か
ら
報

告
が
あ
っ
た
。

以
上
の
結
果
、
現
状
で
は
2
月
の
幹
事
・

評
議
員
会
開
催
は
困
難
と
想
定
し
、
書
面
報

告
に
す
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。

募
金
は
母
校
の
教
育
施
設
拡
充
に
充
て

る
こ
と
を
目
標
に
、
計
画
を
府
教
育
庁
・

大
阪
国
税
局
に
提
出
し
て
税
額
控
除
の
対

象
と
な
る
「
特
定
寄
付
」

6
、
0
0
0
万
円
の
達
成
を

重
点
に
ス
タ
ー
ト
。
募
金
期

限
の
2
0
2
0
年
2
月
末
ま

で
に
ほ
ぼ
達
成
。「
豊
陵
ホ
ー

ル
」
の
開
設
な
ど
施
設
充
実

は
予
定
通
り
に
完
成
し
た
が
、

「
教
育
基
金
」
の
設
立
の
ほ

か
、
記
念
式
典・祝
賀
会
開
催
、

「
百
周
年
誌
」
発
行
な
ど
の
た

め
の
「
一
般
寄
付
」
4
、0
0
0�

万
円
の
動
き
は
「
コ
ロ
ナ
禍
」

と
ま
と
も
に
ぶ
つ
か
り
伸
び

悩
ん
だ
。
特
に「
三
密
の
回
避
」

の
た
め
豊
陵
会
幹
事
会
・
評

議
員
会
の
開
催
が
制
約
さ
れ
、

各
期
の
同
期
会
の
開
催
も
ま
ま
な
ら
ず
、

関
係
者
に
状
況
を
伝
え
、
呼
び
か
け
る
機

会
を
失
っ
た
こ
と
が
響
い
た
。
募
金
額
が

独
自
で
1
億
円
に
達
し
な
か
っ
た
こ
と
を

残
念
が
る
声
が
あ
る
一
方
で
、
純
募
金
額

が
8
、
6
0
0
万
円
に
届
い
た
の
は
立
派

な
こ
と
で
あ
る
、と
の
評
価
意
見
も
あ
り
、

い
ろ
い
ろ
の
意
見
を
残
し
つ
つ
2
年
間
に

及
ん
だ
「
創
立
百
周
年
記
念
募
金
」
活
動

は
幕
を
閉
じ
る
。

な
お
、
募
金
活
動
は
区
切
り
を
つ
け
た

が
「
教
育
基
金
」
へ
の
寄
付
は
継
続
し
て

お
り
、
百
周
年
に
あ
た
る
2
0
2
1
年
度

い
っ
ぱ
い
は
「
百
周
年
の
活
動
」
が
続
く
。

1
万
円
以
上
寄
付
者
名
を
銘
板
に

「
特
定
寄
付
」「
一
般
寄
付
」を
通
計
し
、

2
、
0
0
0
名
を
超
す
1
万
円
以
上
の
寄
付

者
の
お
名
前
を
「
豊
陵
ホ
ー
ル
」
に
設
置
の

「
寄
付
者
銘
板
」
に
刻
み
込
む
。

「
寄
付
者
芳
名
録
」
を
発
行

百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
は
募
金

の
締
め
切
り
と
と
も
に
全
寄
付
者
の
お
名
前

を
記
し
た
「
芳
名
録
」
を
発
行
し
、
こ
の
豊

陵
会
報
に
同
封
し
て
お
届
け
し
ま
し
た
。

創
立
百
周
年
の
式
典
に
合
わ
せ
て
記
念

祝
賀
会
が
開
か
れ
る
計
画
を
前
提
に
、

2
0
2
1
年
の
豊
陵
会
総
会
は
開
催
を
秋

に
変
更
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し

い
情
勢
の
た
め
、
今
年
も
開
催
が
無
理
な

事
態
に
な
っ
て
い
る
。

昨
年
の
総
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
5

月
開
催
を
10
月
に
延
期
し
た
が
結
局
は
開

催
中
止
と
な
り
、
同
日
に
は
幹
事
・
評
議

員
会
を
開
き
「
加
古
隆
ピ
ア
ノ
・
ソ
ロ
・

コ
ン
サ
ー
ト
」
開
催
を
3
月
12
日
に
再
延

期
す
る
な
ど
を
決
め
た
。そ
の
時
点
で
は
、

今
年
5
月
の
記
念
祝
賀
会
の
成
功
に
向
け

て
豊
陵
会
会
員
の
多
数
参
加
を
呼
び
か
け
、

自
身
の
総
会
を
秋
に
延
期
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
情
勢
は
好
転
せ
ず
、
懇
親
会
が

主
役
に
な
る
総
会
の
開
催
は
無
理
な
状
況

に
な
っ
た
。

総
会
の
開
催
を
担
当
す
る
豊
陵
会
執
行

部
は
ま
だ
公
式
な
見
通
し
を
立
て
て
い
な

い
が
、
百
周
年
の
各
事
業
の
整
理
や
総
会

開
催
の
事
前
準
備
を
考
慮
す
れ
ば
、
2
年

連
続
の
総
会
中
止
が
濃
厚
と
な
っ
た
。

総会、今年も開催困難か
コロナ禍、懇親会ができない

親睦ゴルフコンペも中止？
母校創立100周年と第20回を迎えることで関係者が開催を意気込んでいた恒例の

豊陵会親睦ゴルフコンペは、コロナ禍の勢い収まるところが知れず、開催の判断を6
月まで先送りすることになった。
昨年10月1日開催予定の第19回豊陵会親睦ゴルフコンペ（花屋敷ゴルフ倶楽部・

ひろのコース）」は、コロナ禍の影響で中止となったが、2年連続で開催が見通せな
い状況にある。
開催あるいは中止の決定は「豊陵会ホームページ」に改めて掲載する。「開催の場
合は奮っての参加をご参加ください」と主催関係者」は願っている。

教育施設の充実計画は
予定通り完成

東
京
支
部
総
会
を
中
止

東
京
支
部
は
今
年
の
総
会
開
催
を
取
り
や
め

た
。
2
年
連
続
の
中
止
と
な
っ
た
。

中
部
支
部
は
「
検
討
中
」

例
年
11
月
に
「
名
商
グ
リ
ル
」
で
開
か
れ
る
今

年
の
総
会
に
つ
い
て
中
部
支
部
は
開
催
の
可
否
に

つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
、
と
の
報
告
が
豊
陵
会
事

務
局
に
寄
せ
ら
れ
た
。
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「百周年事業」このように完成
足かけ3年にわたって進められてきた「創立百周年事業」は、予算と時間とのせめぎあいの中で、関係者

の協力で予定通り完成した。

「豊陵ホール」多目的に活躍
百周年記念事業の一番の「目玉」だった「豊陵ホール」は設

計内容の検討・予算の見積り・夏休みを挟み何度も現場で協議
を重ねた末に完成。2020年8月25日から始動した。食堂のスペー
スを活用して討論型・研究型・対話型と、多様な学びが可能な
施設として映像・音響機器を設置、すでに多目的に利用されて
いる。お披露目を兼ねて2020年10月25日の豊陵会幹事・評議
員会議がこのホールで行なわれた。

未来への成長願って
樹齢90年を超え、わが校のシンボルとして校門左側にそび

えていたヒマラヤ杉が2018年9月4日の台風21号で倒壊した
が、その同じ場所に「ヒマラ
ヤ杉2世」の苗木が百周年事
業の一環として植樹された。
大 川・ 記 念 事 業 部 会 長（ 高
16）のもと予算・植樹時期が
検討され、造園に詳しい湊・
部会員（高16）の肝いりで苗
木・業者の選定が進み、2月
27日の植樹祭となった。

教科準備室に空調設備など
生徒たちが教科準備室に出入りして、教科担当者から直接の

指導や助言を受けやすくするため、教科準備室の整備として空
調設備、テーブルやパーテーションを新設した。

教室に
　視聴覚機器の設置

各教室に液晶プロジェクター、
パソコン、教材提示カメラを設置
して、授業での多彩な資料の提示
と生徒からの積極的な情報発信を
可能にした。コロナ禍のリモート
授業で能力を発揮した。

現・旧2つの校歌レリーフ
本校の「文化遺産」とさえもいわれる北原白秋作歌・山田耕

筰作曲の校歌レリーフが2か所に設置された。新設の「豊陵ホー
ル」の正面左に旧制豊中中学校校歌のレリーフが、右手には豊
高の校章レリーフが飾られた。校歌レリーフは総務部会の手で
白秋の自筆歌詞と耕筰の自筆譜面とが複製再現され、その下に
校歌制定の由来の説明も加えられている。
体育館には今の校歌歌詞が

体育館正面左手の壁には現在の
校歌2番までの歌詞が大きく掲げ
られた。いずれも実行委員会総務
部メンバーの苦心の作品である。

「創立100周年記念誌」刊行
　豊陵会事務局に納品された「百周年誌」

2018年9月の第1回編集会議からスタートした「創立100周
年誌」記念誌部会高田裕文副部会長（高20）。國友奈美・編集
統括（高32・国語科教諭）は、記念誌編纂としてはじめて学校・
豊陵会・PTA・豊友会4者の共同編集メンバーでスタート。途中、
先生の人事異動などでメンバーの入れ替りがあったものの、企
画・執筆・校正作業が進み、記念式典の予定日5月7日付で発
行された。表紙は高18飯田誠さんが「豊中高校100年の歴史、
さらなるこれからのあゆみ、そして我々
を育んでくれた北摂の風光への賛歌」を
イメージした画で飾った。資料編ととも
に全303ページ。1冊送料ともで5,500
円（直接受取りは5,000円）。高田副部
会長は広く会員に読んでいただきたいと
呼びかけている。
訂正のお願い　

目を皿のようにして校正をしましたが大きなミスが見つかりまし
た。「百年誌」を求めていただいた方、お読みいただく方には次の訂
正をお願い致します。
▼298頁教職員一覧　2020年～着任の菊池駿先生（数学）の氏名を
誤って「菊地」として印刷しました。お詫びして訂正いたします。

ヒマラヤ杉2世の植樹祭　
高坂実行委員長と平野校長
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多
く
の「
さ
ざ
れ
石
」
の
お
か
げ

　
　

募
金
担
当
副
会
長

　

三
木
俊
博
（
高
20
）

一
昨
年
の
秋
に
は
一
般
寄
付
4
、
0
0
0

万
円
の
目
標
を
「
さ
ざ
れ
石
を
以
っ
て
巌

と
な
す
」
構
え
で
取
り
組
み
た
い
と
申
し

上
げ
た
。

し
か
し
、
昨
年
春
の
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、

前
に
進
も
う
に
も
進
め
ず
。
一
旦
沈
静
化

し
た
昨
年
秋
に
、
こ
れ
か
ら
と
「
支
え
る

会
」
を
発
足
さ
せ
て
有
志
の
会
員
と
動
き

出
し
た
も
の
の
、
今
年
の
年
初
か
ら
の
コ

ロ
ナ
禍
ま
ん
延
で
ま
た
足
元
を
掬
わ
れ
る

こ
と
に
。

頑
張
っ
て
2
、
8
0
0
万
円
に
ま
で

至
っ
た
が
、
あ
と
の
1
、
2
0
0
万
円
は

豊
陵
会
特
別
会
計
か
ら
。
と
は
言
え
、
考

え
て
み
る
と
こ
の
豊
陵
会
特
別
会
計
も
、

長
年
に
わ
た
る
協
力
金
な
ど
の
蓄
積
だ
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
多
数
の
会
員
の
「
さ
ざ

れ
石
」
だ
、
と
気
づ
い
た
。
有
難
い
こ
と

だ
。
う
ち
1
、
5
0
0
万
円
は
教
育
支
援

基
金
（
主
に
海
外
交
流
）。
後
輩
た
ち
の

成
長
に
役
立
っ
て
ほ
し
い
。

教
育
支
援
の
募
金
、

　
こ
れ
か
ら
も
継
続
を
願
っ
て

募
金
担
当
副
会
長　

河
村
利
行
（
高
26
）

卒
業
以
来
、
豊
陵
会
の
活
動
に
は
殆
ど

参
加
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
創

立
1
0
0
周
年
の
募
金
活
動
に
、
少
し
で

も
お
手
伝
い
で
き
る
よ
う
に
と
思
い
、
豊

陵
会
の
副
会
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
、

大
し
て
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
内

心
忸
怩
た
る
思
い
が
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
、
社
会
の
先
行
き

が
見
え
な
い
状
態
で
も
、
多
く
の
皆
様
に

快
く
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
豊
陵
会
の
支

援
も
あ
っ
て
、
何
と
か
1
億
円
の
目
標
額

に
達
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
胸
を
撫
で
下

ろ
し
て
い
ま
す
。

豊
中
高
校
の
後
輩
の
教
育
支
援
の
た
め

の
募
金
活
動
が
、
今
後
も
継
続
さ
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
長
期
的
な
活
動
に
な
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
が
、
で
き
る
限
り
ご
協

力
で
き
れ
ば
、
と
思
い
を
新
た
に
し
て
お

り
ま
す
。

自
分
た
ち
で
手
づ
く
り
の
記
念
事
業

総
務
部
会
副
部
会
長　

徳
田　

俊
（
高
22
）

1
0
0
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
、
平
野
校

長
か
ら
「
費
用
面
か
ら
も
、
で
き
る
だ
け
外
部

業
者
に
頼
ら
な
い
形
が
望
ま
し
い
」
と
い
う
意

向
が
示
さ
れ
た
の
は
、
3
年
半
前
、
前
会
長
の

永
田
執
行
部
の
時
で
し
た
。
記
念
事
業
の
取
り

組
み
が
実
質
的
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
現
在
の
高

坂
会
長
に
交
替
し
、
執
行
部
も
ほ
と
ん
ど
が
入

れ
替
わ
っ
て
か
ら
で
す
が
、
前
執
行
部
に
も
属

し
て
い
た
私
が
常
に
考
え
て
い
た
の
は
「
外
部

業
者
に
頼
ら
な
い
、
手
づ
く
り
の
記
念
事
業
」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
記
念
事
業
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
作
成
し
た
り
、
残
さ
れ
て
い
た
北
原
白
秋
・

山
田
耕
筰
両
先
生
の
自
筆
原
稿
か
ら
校
歌
レ

リ
ー
フ
の
版
下
を
作
成
し
た
り
と
、
専
門
の
業

者
や
プ
ロ
に
依
頼
す
れ
ば
、
も
っ
と
効
果
的
で

ス
マ
ー
ト
な
も
の
が
で
き
た
で
し
ょ
う
が
、
自

分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は
で
き
る
だ
け
や
っ
て

き
ま
し
た
。

1
億
円
と
い
う
途
方
も
な
い
目
標
の
募
金
が

達
成
で
き
、
コ
ロ
ナ
禍
で
企
画
変
更
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
記
念
式
典
も
無
事
に
終
わ
っ
た
今
、

「
手
づ
く
り
の
記
念
事
業
」
が
達
成
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
、
3
年
半
の
道
の
り
を
感
慨
深

く
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

豊
陵
ホ
ー
ル
を
完
成
し
て

記
念
事
業
部
会
長　

大
川
慎
太
郎
（
高
16
）

食
堂
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
が
無
事
終
了
し
、
多

目
的
空
間
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
豊
陵
ホ
ー

ル
は
1
0
0
周
年
記
念
事
業
の
中
核
で
あ
り
、

高
坂
会
長
を
最
先
頭
と
し
た
募
金
活
動
の
主
目

的
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
そ
の
完
成
は
大
変
喜
ば

し
い
も
の
で
す
。

こ
の
過
程
で
は
、
記
念
事
業
部
会
と
し
て
完

成
ま
で
1
年
余
に
わ
た
り
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト

か
ら
床
の
材
質
、
空
調
に
至
る
ま
で
真
剣
な
検

討
と
作
業
を
何
度
も
重
ね
て
き
ま
し
た
。
部
会

は
1
級
建
築
士
を
は
じ
め
多
才
な
メ
ン
バ
ー

と
、
極
め
て
多
忙
な
が
ら
熱
心
に
準
備
作
業
を

こ
な
し
て
き
た
先
生
達
で
構
成
さ
れ
、
生
徒
が

集
会
時
フ
ロ
ア
に
直
接
座
る
場
合
の
冷
え
対
策

に
つ
い
て
も
熱
く
議
論
し
た
こ
と
さ
え
あ
り
ま

し
た
。（
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
者
的
発
想
？
）

こ
れ
か
ら
は
豊
陵
ホ
ー
ル
が
多
様
な
創
造
的

空
間
と
し
て
い
つ
ま
で
も
愛
さ
れ
る
こ
と
を
祈

念
す
る
と
と
も
に
、
伊
藤
事
務
局
長
ら
部
会
メ

ン
バ
ー
諸
氏
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
、
何
よ
り

も
本
事
業
に
関
し
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
皆
さ

ま
に
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

「
創
立
1
0
0
周
年
記
念
誌
」の

　
完
成
を
迎
え
て

　
　
　

記
念
誌
編
集
統
括

　

國
友
奈
美
（
国
語
科
・
高
32
）

母
校
に
転
勤
し
た
夏
、
図
書
館
で
浅
井
先
生

と
お
会
い
し
、「
こ
れ
差
し
上
げ
よ
う
」
と
80

「
百
周
年
記
念
事
業
」
の
区
切
り
が
つ
い
て

コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
た
百
周
年
事
業
だ
っ
た
が
、

み
ん
な
の
知
恵
と
行
動
が
結
実
し
て
、
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

実
行
委
員
会
の
重
責
を
終
え
た
感
想
を
述
べ
て
い
た
だ
い
た
。

 　　「百周年記念募金」を振り返って  募金担当の２副会長　　
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―「
無
観
客
」「
校
内
放
映
」
の
記
念
式
典
は

総
務
部
会
長
の
藤
縄
先
生
の
「
開
会
の
辞
」

で
始
ま
り
ま
し
た
。
去
年
の
春
、
豊
高
に
赴

任
さ
れ
た
途
端
に
「
コ
ロ
ナ
で
休
校
」

「
豊
陵
ホ
ー
ル
工
事
の
打
ち
合
わ
せ
」

な
ど
、
気
が
抜
け
な
い
毎
日
で
し
た
。

藤
縄　
豊
中
高
校
に
赴
任
し
、
教
頭
職

も
初
め
て
の
私
に
と
っ
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
非
常
に
大
き
い

で
す
が
、
そ
こ
か
ら
得
る
も
の
も
大
き

い
も
の
で
す
。
1
0
0
周
年
と
い
う

大
き
な
節
目
を
迎
え
る
豊
高
に
と
っ

て
、
こ
の
時
期
に
多
く
の
施
設
や
設
備

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
は
w
i
t
h
コ
ロ
ナ
の
時
代
を
乗

り
越
え
ら
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に

な
り
ま
し
た
。
本
当
に
、
支
え
て
下
さ

る
豊
陵
会
の
皆
さ
ん
の
力
の
大
き
さ
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

―
前
任
の
高
校
は
ず
っ
と
以
前
に
百
周

年
を
祝
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
豊
高
の
百

周
年
事
業
と
し
て
の
特
色
や
感
じ
ら
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

藤
縄　
私
は
勤
務
経
験
の
中
で
、
周
年

行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
今

回
が
初
め
て
の
経
験
で
す
。
教
頭
と
し

て
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
私
の
赴
任

前
か
ら
計
画
さ
れ
て
き
た
事
業
の
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
実
感

し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
う
し
た
計
画
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
で
、
間
際
に
な
る
に

つ
れ
変
更
や
縮
小
、
と
な
っ
て
い
く
様
子
を

目
の
当
た
り
に
す
る
の
は
非
常
に
辛
い
思
い

が
あ
り
ま
し
た
。
私
で
す
ら
そ
う
い
っ
た
思

い
を
持
ち
ま
し
た
の
で
、
豊
陵
会
の
皆
様
方

の
お
気
持
ち
を
考
え
る
と
計
り
知
れ
な

い
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

平
野
校
長
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の

方
々
か
ら
助
言
を
い
た
だ
き
、
私
自
身

が
こ
の
記
念
事
業
を
何
と
か
い
い
形
で

迎
え
ら
れ
れ
ば
と
、
微
力
で
は
あ
り
ま

し
た
が
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

式
典
が
無
事
に
終
了
し
、
実
行
委
員
の

皆
様
方
の
晴
れ
晴
れ
と
し
た
表
情
や
、

生
徒
、
教
職
員
の
様
子
を
見
て
い
る
と
、

言
葉
に
は
言
い
表
せ
な
い
感
情
が
こ
み

上
げ
て
き
ま
し
た
。
予
定
は
大
き
く
変

わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
し
っ
か
り

と
記
録
と
記
憶
に
残
る
素
晴
ら
し
い
も

の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

―
ほ
っ
と
す
る
暇
な
く
、「
コ
ロ
ナ
禍
」

の
中
、
次
の
年
間
予
定
が
続
き
ま
す
ね
。

藤
縄　
そ
う
で
す
ね
。
記
念
式
典
は
終

わ
り
ま
し
た
が
、
豊
中
高
校
は
さ
ら
な

る
発
展
に
向
け
、
前
進
し
続
け
て
い
る

学
校
で
す
。
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
に
よ
る

逆
風
が
収
ま
る
兆
し
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

豊
中
高
校
を
愛
す
る
人
々
の
力
を
結
集

さ
せ
、
逆
境
を
プ
ラ
ス
に
変
え
て
い
け

る
『
し
な
や
か
で
心
折
れ
な
い
豊
中
高

校
』
を
築
き
あ
げ
る
た
め
の
一
員
と
し

て
、
今
後
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
も
皆
様
の
御
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

周
年
記
念
誌
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
明
快
に
綴

ら
れ
た
80
年
間
の
多
種
多
様
な
記
事
に
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
4
年
後
、
1
0
0
周
年
記
念

誌
の
係
を
任
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
と
途
方
に
暮
れ
ま
し
た
が
、
石
田

先
生
、
黒
田
先
生
、
手
代
木
先
生
、
志
方
先
生
、

川
口
先
生
が
執
筆
に
加
わ
っ
て
く
だ
さ
り
、
時

に
は
昔
話
で
盛
り
上
が
り
つ
つ
も
、
一
言
一
句

に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
20
年
間
の
記
事
を
書
き
上

げ
ま
し
た
。
一
方
で
豊
陵
会
の
先
輩
方
が
80
年

間
の
歴
史
を
見
直
し
加
筆
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。冊

子
内
の
写
真
に
つ
い
て
は
、
部
活
動
の
写

真
を
寒
い
中
卒
業
生
で
も
あ
る
圓
井
様
が
、
校

内
写
真
に
つ
い
て
は
藤
縄
教
頭
先
生
が
撮
影
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
平
野
校
長
先
生
か
ら
は

的
確
な
助
言
を
、
高
坂
会
長
を
は
じ
め
役
員
会

の
皆
さ
ま
か
ら
は
様
々
な
お
心
遣
い
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
無
理
な
お
願
い
も
笑
顔
で

聞
い
て
く
だ
さ
っ
た
出
版
社
の
井
上
さ
ん
、
ド

ロ
ー
ン
撮
影
の
た
め
に
何
度
も
下
見
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
カ
メ
ラ
マ
ン
の
町
田
さ
ん
。

よ
う
や
く
完
成
し
た
記
念
誌
を
前
に
、
本
誌

に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
皆
さ
ま
に

心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

「記念式典」を終えた藤縄真敬・教頭にお聞きしました

　三度目の正直、感動を残し
　　　　　「加古隆ピアノコンサート」無事終る
「コロナ禍」のために開催を2度も延期した「加古隆ピアノソロコンサート」（百周

年事業実行委員会主催）が3月12日夕、曽根・豊中芸術文化センターで開催された。

あいにくの雨となったが、豊友会（PTAの先輩会）はじめ有志が受付係になり、

入場者にチケット裏面に住所氏名の記入を依頼し、検温・手の消毒を徹底していた。

演奏に先立って須賀寅充・式典部会長が開会のあいさつで、何度も延期となっ

た中で開催実現に尽力した関係者に感謝を述べた。

演奏会は休憩なしの連続演奏。加古さんは演奏ごとに曲のイメージを語り、豊

高在学中の思い出をも加えた。組み立てられた演奏曲目7つの最後は組曲「パリは

燃えているか」。

感動の拍手に応えてアンコールに「黄昏のワルツ」を奏でた。「いま黄昏であって

も、その向うには明日の希望が

あるのです」と語った加古さん

は拍手の中を静かに退場した。

この日の入場者は前売りチ

ケットのうち667名。開催決算

の差益金は百周年事業会計に繰

入れられる。

演奏後、会場で挨拶の加古隆さん
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実
行
委
員
会
の
会
計
を
担
当
し
て

会
計
担
当　

大
田
典
子
（
豊
友
会
幹
事
長
）

私
は
豊
友
会
（
P
T
A
の
O
B
会
）
の
幹
事
長

を
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
た
び
1
0
0
周
年
の

記
念
事
業
会
計
の
大
役
を
任
さ
れ
、
必
死
で
つ
と

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

募
金
目
標
額
1
億
円
の
会
計
の
大
役
を
無
事
果

た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
皆
様
方
の
ご

協
力
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の
役
員
会
で
は

「
募
金
趣
意
書
」
作
成
か
ら
始
ま
り
、
募
金
口
座

を
作
成
す
る
た
め
に
郵
貯
、
銀
行
と
ク
レ
ジ
ッ
ト

の
契
約
を
し
ま
し
た
。
特
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
機
能
を
使
え
る
事
を
重
視

し
て
募
金
さ
れ
た
方
の
名
簿
作
成
に
役
に
立
ち
ま

し
た
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
お
願
い
し
た
コ
ン
グ
ラ
ン

ト
さ
ま
か
ら
募
金
の
成
功
例
と
し
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
も
リ
モ
ー
ト
で
受
け
て
、
周
年
行
事
を
予

定
し
て
い
る
他
の
学
校
の
お
役
に
も
立
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。

い
よ
い
よ
、
募
金
が
始
ま
る
と
多
い
日
に
は
1

日
1
0
0
件
近
く
の
送
金
が
あ
り
、
暑
い
日
な
ど

年
配
の
先
輩
方
の
お
振
込
み
に
感
謝
の
日
々
で
し

た
。
聖
徳
太
子
な
ど
の
旧
券
で
の
募
金
も
あ
り
、

家
で
は
息
子
（
61
期
）
や
娘
た
ち
は
「
初
め
て
見

た
～
」
と
大
喜
び
で
し
た
。

1
年
後
、
特
定
寄
付
が
集
ま
り
、
2
0
2
0
年

春
休
み
に
は
各
教
室
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と
パ
ソ

コ
ン
の
配
置
が
出
来
、
他
の
工
事
に
取
り
掛
か
ろ

う
と
す
る
時
期
に
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
1
回
目
の

緊
急
事
態
宣
言
で
休
校
の
事
態
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
工
事
は
夏
休
み
に
し
か
が
で
き
な
い
事

か
ら
そ
の
間
も
見
積
も
り
や
打
ち
合
わ
せ
を
先
生

方
と
重
ね
ま
し
た
。

休
校
の
余
波
で
夏
休
み
が
2
週
間
し
か
な
く
、

予
算
に
限
り
が
あ
る
中
、
真
夏
の
酷
暑
の
環
境
を

1
日
で
も
早
く
と
各
業
者
様
は
で
き
る
限
り
の
要

望
を
聞
き
入
れ
て
く
だ
さ
り
、
予
定
通
り
教
科
準

備
室
と
豊
陵
ホ
ー
ル
の
工
事
を
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
本
当
に
感
謝
の
ひ
と
言
で
す
。

そ
の
後
、
一
般
寄
付
で
校
歌
レ
リ
ー
フ
作
成
（
体

育
館
と
豊
陵
ホ
ー
ル
）、
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
植
樹
、
記
念

誌
作
成
と
順
調
に
終
え
ま
し
た
。

加
古
隆
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
初
め
て
チ

ケ
ッ
ト
ぴ
あ
と
の
契
約
を
し
ま
し
た
。
戸
惑
う
こ

と
や
、
リ
モ
ー
ト
業
務
の
た
め
電
話
が
で
き
ず
に

困
っ
た
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
演
奏
会
は
2

度
も
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
3
月
12
日

に
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
し
て
い
た
だ
き
感
動
の
コ

ン
サ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
記
念
式
典
の
準
備
を
始
め
、
皆
さ
ん

に
案
内
状
を
送
付
し
た
頃
、
コ
ロ
ナ
の
再
蔓
延
で

無
観
客
開
催
に
変
更
し
な
が
ら
も
会
場
と
打
ち
合

わ
せ
を
重
ね
て
い
ま
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
に

よ
り
会
場
が
休
館
し
2
週
間
前
に
学
校
で
の
開
催

に
決
ま
り
ま
し
た
。
各
教
室
に
ネ
ッ
ト
配
信
を
す

る
設
備
、
会
場
の
準
備
な
ど
連
休
の
合
間
も
休
む

こ
と
な
く
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
当
日
、
子
ど
も
達

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
素
晴
ら
し
く
最
高
の
式
典

に
な
り
ま
し
た
。
良
い
式
典
を
…
先
生
方
、
映
像

関
係
の
方
の
熱
意
の
賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
3
年
間
を
通
し
て
日
常
生
活
で
は
で
き
な

い
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
契
約
、
コ

ン
サ
ー
ト
の
裏
側
な
ど
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
実
行
委
員
会
、
学
校
関
係
者
、
各
業
者

の
み
な
さ
ま
と
の
出
会
い
が
宝
で
す
。
皆
さ
ま
の

ト
ラ
ブ
ル
の
時
の
困
っ
た
顔
、
出
来
上
が
っ
た
時

の
笑
顔
…
素
敵
な
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
総
額
1
億
円
、
5
、
0
0
0

件
近
く
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
無
事
1
0
0

周
年
記
念
事
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「光」の文字デザインに
“未来につなぐ”意味を込めて

生き残った！「記念式典プログラム」　
「記念式典」は思いもよらぬ学校内での縮小開催になったが、当日
用に準備されていた式典（式次第）は方法こそ違え予定の順序通りに
実施され、準備したプログラムは生かされた。
当日配布されたプログラムは平野校長のアイデアをもとに表紙に
秀島踏波さん（元・母校書道科教諭。この「豊陵会報」の題字も）が揮
毫した。
記念式典にふさわしい文字はやはり「風と光」の光。過去・現在・
未来とつながる豊高、「左端より前は100年間の過去、実線は現在、
右端は永遠に輝いてもらいたい未来」の意味を込めた。
式典は講演・演奏家ともにビデオによる「鑑賞」になったが、「プロ
グラム」は式典の生き資料として立派にその役割を果した。

コロナ禍、他校の「創立百年」
コロナ禍にぶつかった各校の「百周年」。どんな状況か、同窓会事務局に
電話取材しました。
▼生野高校（府立12中。昨年が100周年）＝式典は昨年10月、中之島・大
阪国際会議場で学校とリモートでつないで終了。記念募金1億円は達成。
しかし今年5月に延期した祝賀パーティは中止。「百周年誌」を発行。コ
ロナで諸会議が開かれず、全会員へ広く伝達する手段が取れず困ってい
る。（本校と同じ）
▼湘南高校（神奈川県立6中）＝11月2日に横浜で学校の記念祝典を予定。
祝賀会は延期。海外留学制度実施のための記念募金は達成。「湘友会」総
会5月23日にオンラインで開催。90周年事業で完成した同窓会「歴史館」
内のスタジオから事前申し込み会員に放映する。豊陵会とは校歌が白秋・
耕筰と言う縁で交流が続いている。
▼新宿高校（東京府立5中）＝この10月23日、京王プラザホテルで。記念
募金は目標1億円で継続中。奨学基金新設（4千万円）、2年前の台風で壊
れた千葉県の合宿施設「館山寮」の改築（3千万）、会員集いの場設置（3
千万）を目指して記念募金目標1億円を継続中。「100年史」も編纂。
▼鳳高校（府立14中）＝以前から「周年事業」は数え年で実施。今年を100
周年として11月27日にフェニーチェ堺（市民芸文センター）で記念式典
の計画だが、緊急事態宣言でセンターとの詳細打合わせが中断。記念募
金で教育施設の充実（ICT機器・メディア教育環境の整備）、食堂・特別
教室にエアコン設置、教育基金の設立、記念誌の発行を計画。校歌は山
田耕筰の作曲。
▼住吉高校（府立15中）＝来年10月29日大阪国際会議場で記念式典。リー
ガロイヤルで祝賀会。1億円の記念募金の募集中。全教室に電子黒板を
設置、食堂を多目的使用へリニューアル、「百周年誌」を編纂。
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中部支部 豊中高校創立100周年おめでとうございます。
過去に経験のないコロナ禍中の教育継続に苦労された教員の
皆様や、目まぐるしく変わる予定変更に対応しながら100周年
記念行事の準備に当たった豊陵会役員の皆様のご努力に感謝申
し上げます。またクラスメートが誰か分からない状態で始まっ
た新入生を始め、コロナを乗り切った学生諸君にエールを送り
ます。この経験は必ずや将来活かされるものと確信します。
昨年はコロナで日本のディジタル化の遅れが露呈しましたが、
今では東京や大阪に出向いての打合せは勿論のこと、地元名古
屋の大学や企業との打合せもオンラインが当たり前となりまし
た。中部支部もせわ人会議のみZoom活用で継続するも、恒例
の秋の総会、春秋2回の街歩き等、支部活動は全て中止の止む
無きに至りました。

今後オンラインを活用した懇話会など、メール会員の皆さん
に参加を呼び掛け、会員相互の交流促進を図りたいと考えてい
ます。withコロナの時代、日本のディジタル化の遅れを一挙に
取り戻したいものです。メール未登録の方は是非原稿末尾QR
コードからアクセスし、卒業年度（高XX期）、氏名、メールア
ドレスの登録をお願いします。
最後になりましたが、今年の中部支部総会は11月20日（土）

15時から名商グリルでの開催を予定しています。但し、コロナ
の状況次第でオンライン開催の可能性もありますので、是非共
メール会員登録をお願いします。7月末には開催方法を決定し
ご案内します。
皆様の積極的ご参加をお待ちしています。

2021年5月6日　中部支部　せわ人一同
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■ 

自
由
と
闊
達

中
19　

　

野
澤　
（
高
橋
）
亨

　

豊
中
（
ト
ヨ
チ
ュ
ウ
）

は
昭
和
の
新
社
会
人
を

作
る
為
か
自
由
な
将
来

を
見
て
の
創
立
だ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
そ
れ
は
、
校
歌

が
示
し
て
い
る
。
１・２
年
生
か
ら
直
接
外
国
人
ジ
ョ

ン
ケ
ア
・
ゴ
ー
ル
デ
ー
と
い
う
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
か

ら
の
英
語
教
育
。
２
年
生
に
は
菅
平
へ
の
夏
の
合
宿
。

園
芸
の
時
間
（
裏
の
農
園
）。
武
道
も
剣
道
の
み
（
当

時
は
剣
道
と
柔
道
が
あ
っ
た
）。
早
く
か
ら
グ
ラ
イ
ダ
ー

（
体
育
時
間
）
な
ど
、
当
時
の
校
長
先
生
・
大
阪
府
教

育
委
員
会
等
に
よ
る
新
し
い
感
覚
へ
の
努
力
が
感
じ
ら

れ
る
。

　

英
語
の
先
生
は
熱
心
だ
っ
た
し
、
赤
い
ネ
ク
タ
イ
な

ど
を
し
て
、
ハ
デ
さ
も
あ
っ
た
。
剣
道
も
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
（
ベ
ル
リ
ン
）
で
模
範
試
合
を
し
た
外
国
帰
り
の
先

生
だ
っ
た
。

　

阪
急
電
車
に
乗
る
の
も
、
１
両
目
は
豊
中
生
、
３
両

目
は
梅
花
の
生
徒
。
駅
か
ら
の
通
学
路
は
、
登
校
下
校

と
も
左
の
歩
道
は
豊
中
生
、
右
は
梅
花
生
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
15
年
（
紀
元
２
６
０
０
年
）
か
ら
右

へ
傾
い
て
行
っ
た
。

　

戦
時
色
が
強
く
な
る
と
、
一
週
に
九
時
間
あ
っ
た
英

語
の
授
業
も
週
一
時
間
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
毎
週
金

曜
日
は
箕
面
ま
で
小
銃
を
担
い
で
走
る
往
復
行
軍
。
低

学
年
は
、
町
中
に
防
火
用
水
の
池
を
作
り
、
私
達
高

学
年
は
、
信
太
山
演
習
場
に
訓
練
入
隊
し
た
。

　

私
は
胸
が
弱
く
要
注
意
と
医
者
か
ら
言
わ
れ
て
い
た

が
、軍
事
教
練
の
授
業
に
出
な
い
と
卒
業
出
来
な
い
し
、

卒
業
し
て
も
軍
隊
に
入
り
、
将
校
の
試
験
も
受
け
ら
れ

な
い
の
で
、
授
業
に
無
理
し
て
出
席
し
て
い
た
。
で
も
、

現
在
元
気
な
の
は
、
こ
の
時
の
努
力
の
賜
物
か
も
知
れ

な
い
。

■ 
満
州
の
国
民
学
校
で
聞
い
た

　 

山
田
耕
筰
氏
の
講
演

　
　
　
　
　

�

高
2　

高
室　

光
博

　

創
立
百
周
年
の
記
念
に
旧
校
歌
の
レ
リ
ー
フ
が
で
き

る
と
聞
い
て
思
い
出
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

山
田
耕
筰
氏
と
言
う
と
、
満
州
国
（
偽
満
州
国
と

言
う
べ
き
か
）
建
国
10
周
年
記
念
で
渡
満
さ
れ
、
当
時

の
首
都
・
新
京
（
今
の
長
春
）
で
講
演
会
が
あ
り
ま
し

た
。
お
そ
ら
く
「
建
国
十
周
年
慶
祝
曲
」
を
作
曲
さ

れ
た
縁
で
来
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

１
９
４
２
年
（
昭
和
17
年
）
９
月
15
日
、
建
国
10
周

年
記
念
式
典
の
日
、
場
所
は
新
京
市
・
南
嶺
運
動
公

園
で
し
た
。我
々
少
国
民
！
国
民
学
校
生
徒
も
、芝
生
？

（
芝
な
ん
て
無
か
っ
た
な
）
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
謹
聴

し
た
こ
と
を
想
い
出
し
ま
す
。

　

題
名
は
「
交
響
曲
と
は
」
だ
っ
た
か
で
し
ょ
う
か
。

6
年
生
の
ガ
キ
共
に
は
な
ん
の
こ
と
か
分
か
ら
ず
で
し

た
。
戦
後
帰
国
し
、
豊
高
に
来
て
校
歌
が
山
田
耕
筰
の

作
曲
と
知
り
、
妙
な
因
縁
に
感
心
し
た
も
の
で
し
た
。

　

こ
れ
も
遠
い
昔
の
話
な
の
で
、
果
た
し
て
本
当
に
山

田
耕
筰
氏
の
講
演
を
聞
い
た
の
だ
っ
た
か
ど
う
か
も
、

幻
の
よ
う
に
思
え
て
く
る
昨
今
で
す
。
当
時
の
同
級
生

と
は
全
く
音
信
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
近
は
昔
購
入
し
た
本
ば
か
り
読
ん
で
い
ま
す
。
何

遍
読
ん
で
も
新
鮮
な
読
後
感
で
す
。
次
第
に
常
夜
の
世

界
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

■ 

戦
後
混
乱
期
の
高
校
生
活

�

高
５　

大
﨑
（
小
林
）
嘉
子

　

ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
と
墨
流
し
の
校
舎
、
４
０
０
ｍ
ト
ラ
ッ

ク
の
運
動
場
、
緑
色
の
水
の
ま
ま
の
飛
込
み
用
プ
ー
ル
。

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
物
理
教
室
は
戦
中
遺
体
安
置
所
だ
っ

た
と
か
？
暗
い
校
舎
。
バ
ラ
ッ
ク
の
ト
イ
レ（
女
子
用
）。

銀
杏
は
校
章
に
も
な
っ
て
い
た
。

　

先
生
も
ト
ヨ
チ
ュ
ウ
以
来
の
方
が
多
く
中
23
期
の
夫

（
転
校
）と
綽
名（
あ
だ
な
）で
通
じ
ま
す
。
武
専
出
身

の
先
生
の
ジ
レ
ン
マ
は
い
か
ば
か
り
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

授
業
は
ロ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
。
自
分
で
時
間
割
を

作
り
、
必
須
科
目
以
外
は
自
由
に
組
み
合
わ
せ
、
10
分

間
で
“
民
族
の
大
移
動
”
と
称
し
次
の
授
業
へ
。
キ
ャ

ン
パ
ス
で
な
い
か
ら
大
変
で
し
た
。

　

戦
後
教
育
の
混
乱
の
す
べ
て
を
経
験
し
た
世
代
で

す
。
勉
強
は
一
生
か
か
っ
て
、
ぼ
つ
ぼ
つ
と
や
り
ま
し
ょ

う
。
開
発
の
ツ
ケ
が
廻
っ
て
い
ま
す
。

■ 

兄
弟
姉
妹
は
み
ん
な
豊
高
だ
っ
た

�

高
15　

吉
村
（
藤
岡
）
嘉
恵

　

私
は
入
学
し
て
１
年
生
の
間
は
就
職
コ
ー
ス
に
在
籍

し
て
い
ま
し
た
。
２
年
生
に
な
る
昼
休
み
担
任
の
乗
岡

先
生
の
と
こ
ろ
に
進
学
コ
ー
ス
へ
の
変
更
の
旨
、
相
談

に
上
が
り
ま
し
た
。
先
生
は
「
無
謀
で
す
」
と
の
こ
と
。

春
休
み
は
遅
れ
を
取
り
戻
す
べ
く
、
可
成
り
一
所
懸
命

だ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

修
学
旅
行
は
私
達
の
時
は
コ
ー
ス
が
５・６
ヶ
所
用

意
さ
れ
て
い
て
、
私
は
臨
海
班
を
選
び
、
天
の
橋
立
、

鳥
取
砂
丘
、
海
水
浴
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

兄
弟
姉
妹
は
２
～
３
歳
違
い
で
4
人
が
豊
高
へ
通
い

ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
我
が
藤
岡
家
は
高
校
生

と
い
う
大
切
な
時
期
を
豊
高
に
よ
っ
て
育
ま
れ
、
私
達

の
今
が
在
る
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
２
人
の
兄
（
11
期

と
13
期
）
は
令
和
元
年
、
令
和
２
年
と
相
次
い
で
他
界

し
ま
し
た
が
、
10
期
の
姉
は
未
だ
に
健
在
で
す
。
今
と

な
っ
て
は
、
当
時
の
こ
と
が
懐
か
し
さ
で
一
杯
で
す
。

■ 

私
の
ラ
ッ
キ
ー
な
人
生

�

高
18　

中
村　

公
一

　

創
立
百
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
豊
高
卒
業

生
・
豊
陵
会
員
の
末
席
に
居
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
感
謝
。

私
の
人
生
、
振
り
返
る
と
、
総
じ
て
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た

と
思
う
。

　

中
学
3
年
に
な
り
、
前
年
度
全
国
高
校
入
試
問
題

を
片
っ
端
か
ら
解
く
の
が
楽
し
く
、
テ
ス
ト
毎
に
成
績

が
上
が
り
、
豊
高
受
験
Ｏ
Ｋ
と
。
私
の
年
が
団
塊
の
世

代
の
始
ま
り
で
、
受
験
枠
が
増
え
、
ま
た
、
北
野
高
校

が
同
じ
学
区
と
な
っ
て
、豊
高
の
レ
ベ
ル
が
下
が
っ
た
と
。

　

豊
高
時
代
、
特
に
勉
強
が
で
き
る
訳
で
も
な
く
、
ス

ポ
ー
ツ
が
で
き
る
訳
で
も
な
し
。
豊
中
駅
か
ら
の
通
学

路
で
は
反
対
方
面
の
電
車
で
来
る
女
子
と
途
中
で
合
流

す
る
の
が
毎
日
の
楽
し
み
。
下
校
時
は
音
楽
部
の
先
輩

達
と
唄
い
な
が
ら
豊
中
駅
ま
で
。

　

大
阪
の
大
学
に
は
当
然
入
れ
て
も
ら
え
ず
、
名
古
屋

の
大
学
に
は
合
格
ラ
イ
ン
ギ
リ
ギ
リ
で
入
学
。
豊
高
の

先
輩
に
誘
わ
れ
て
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
た
り
、
授

業
を
サ
ボ
っ
て
麻
雀
し
た
り
。
大
学
卒
業
時
は
幸
い
な

こ
と
に
日
本
が
大
変
元
気
な
時
代
。
私
の
様
な
成
績
で

豊
中
高
校
創
立
百
周
年
の
夢

思
い
出
を
積
み
重
ね
て
、

大
切
な
思
い
出
、
記
録
も
写
真
も
な
い
け
れ
ど
‥
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も
豊
高
卒
と
言
う
の
も
採
用
に
プ
ラ
ス
に
働
い
て
か
関

西
の
電
器
メ
ー
カ
ー
に
無
事
入
社
。
結
構
大
き
な
会
社

だ
と
入
社
後
に
知
っ
て
び
っ
く
り
。メ
ー
カ
ー
な
の
で
、

給
料
は
そ
ん
な
に
高
く
無
い
が
、
ロ
ー
ン
の
信
用
の
大

き
さ
に
び
っ
く
り
。
職
場
仲
間
だ
っ
た
男
女
が
結
婚
し
、

そ
の
娘
さ
ん
が
豊
高
後
輩
と
言
う
こ
と
で
結
婚
相
手
探

し
に
尽
力
。

　

豊
高
卒
業
生
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
が
沢
山
お
ら

れ
、
同
じ
高
校
卒
だ
と
言
え
る
嬉
し
さ
。
私
が
で
き
る

の
は
、
せ
め
て
評
価
を
下
げ
な
い
様
に
生
き
る
こ
と
か

と
。

　

趣
味
の
仲
間
が
集
ま
っ
た
席
の
隣
に
た
ま
た
ま
居
た

女
性
が
豊
高
の
１
学
年
先
輩
で
、
岡
ポ
ン
指
導
の
女
子

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
だ
っ
た
と
。
そ
れ
が
ワ
イ
フ
。
何
度

か
離
婚
届
を
書
き
か
け
た
が
、
何
と
か
今
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。
こ
れ
が
私
の
人
生
で
一
番
大
き
な
豊
高
へ
の

感
謝
か
な
…

■ 

豊
陵
会
の
会
員
数
一
覧
か
ら

�

高
19　

北
村　

正
治

　

こ
の
機
会
に
会
員
名
簿
（
２
０
１
５
年
版
）
の
会
員

数
一
覧
を
見
た
。
創
立
か
ら
各
年
の
卒
業
生
数
な
ど
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
１
頁
の
情
報
か
ら
色
々
思
う
。

　

中
学
１
回
か
ら
19
回
ま
で
は
戦
死
者
数
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
卒
業
生
２
０
０
名
程
度
に
対
し
、
最
高
32

名
の
戦
死
者
数
が
あ
り
、
こ
の
時
代
を
物
語
る
。
戦
死

者
数
の
欄
は
高
校
期
に
も
続
く
が
、
空
欄
。
こ
の
空
欄

が
永
久
に
続
く
こ
と
を
願
う
。

　

私
は
高
校
19
期
、
卒
業
生
は
５
０
０
人
台
。
団
塊
に

相
応
し
い
こ
の
人
数
も
今
で
は
第
一
線
か
ら
ほ
と
ん
ど

退
い
た
。
前
後
の
世
代
は
４
０
０
人
台
に
収
ま
っ
て
い

る
が
、
35
期
あ
た
り
か
ら
増
加
し
、
６
７
０
名
を
こ
す

ま
で
に
。
第
２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
対
応
か
。
こ
の
時
期

あ
た
り
か
ら
連
絡
先
不
明
者
が
増
加
し
、
こ
の
傾
向
は

10
年
以
上
続
く
。
多
忙
な
働
き
盛
り
か
、
あ
る
い
は
こ

の
世
代
の
特
徴
か
。
一
旦
連
絡
が
途
切
れ
る
と
再
開
は

難
し
い
。
個
人
的
に
得
た
連
絡
先
は
安
易
に
明
か
せ
な

い
こ
の
時
代
。
名
簿
管
理
を
始
め
豊
陵
会
役
員
の
皆
様

の
活
動
に
深
く
感
謝
。

■ 

夏
山
合
宿
か
ら
始
ま
っ
た

　
　
　
　
　
　

�

高
23　

小
泉　

清

　

普
通
の
運
動
部
で
は
中
学
か
ら
続
け
て
い
る
も
ん
に

か
な
わ
ん
と
入
っ
た
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
同
好
会
。

と
こ
ろ
が
、
練
習
は
毎
日
で
予
想
外
に
厳
し
い
。
万
博

前
の
開
発
が
進
む
島
熊
山
へ
の
坂
道
を
駆
け
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
夏
山
合
宿
。
夜
行
列
車
で
上
高
地
に

入
り
、
朝
か
ら
蝶
ケ
岳
を
登
っ
た
翌
日
、
奥
穂
高
岳
へ

向
か
い
ま
し
た
。
初
め
て
経
験
す
る
北
ア
ル
プ
ス
の
岩

稜
や
鋭
鋒
は
新
鮮
で
し
た
。
キ
ス
リ
ン
グ
と
い
う
帆
布

の
横
長
ザ
ッ
ク
で
、
結
構
重
い
荷
を
背
負
っ
て
い
ま
し

た
が
、
練
習
の
効
果
か
バ
テ
ず
に
歩
き
通
せ
ま
し
た
。

下
り
立
っ
た
新
穂
高
温
泉
に
つ
か
り
山
並
み
を
見
上
げ

た
時
、
達
成
感
を
感
じ
ま
し
た
。

　

顧
問
は
西
岡
、
東
郷
、
仲
、
多
々
４
先
生
の
豪
華
陣
。

普
段
は
あ
ま
り
口
出
し
せ
ず
、
し
ん
ど
い
場
所
で

「
〇
〇
、
ガ
ン
バ
」
と
ゲ
キ
を
飛
ば
し
ま
し
た
。「
エ
ー

デ
ル
ワ
イ
ス
の
歌
」「
穂
高
よ
さ
ら
ば
」
…
と
山
の
歌
、

温
泉
の
魅
力
も
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

高
２
は
豊
高
紛
争
の
時
代
、
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
激

流
に
入
り
ま
し
た
。
７
月
の
警
察
力
導
入
の
際
は
私
も

抵
抗
し
ま
し
た
が
あ
え
な
く
排
除
さ
れ
呆
然
、「
親
心

や
な
い
け
ど
教
師
心
は
あ
る
で
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
夏
山
は
立

山
・
剱
岳
に
向
か
い
、
懸
案
の
部
へ
の
昇
格
が
実
現
。

よ
り
良
い
明
日
を
め
ざ
し
、
み
ん
な
気
力
が
満
ち
溢
れ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

新
聞
社
に
入
っ
て
長
い
山
行
は
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
山
へ
の
ア
ン
テ
ナ
が
自
然
と
伸
び
た
の
か
、
山

に
ま
つ
わ
る
環
境
保
護
や
地
域
お
こ
し
の
ニ
ュ
ー
ス
は

結
構
拾
い
ま
し
た
。
退
職
後
も
、
山
麓
に
生
き
て
き
た

人
た
ち
を
訪
ね
、
戦
中
戦
後
の
歩
み
を
聞
き
書
き
し
ま

し
た
。
高
1
の
夏
に
始
ま
っ
た
山
道
は
、
途
切
れ
な
が

ら
も
今
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
軌
跡
が
重
な
り
合
っ
て
の
百
周
年
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■ 

中
庭
で
、
と
も
に
唄
っ
た

　 

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

�

高
26　

陰
山　

和
晃

　

豊
中
高
校
が
創
立
百
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
事

を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

私
は
１
９
７
１
年
（
昭
和
46
年
）
４
月
か
ら
３
年
間

母
校
で
お
世
話
に
な
っ
た
26
期
の
者
で
す
。

　

当
時
の
思
い
出
と
し
て
は
、
日
本
フ
ォ
ー
ク
全
盛
の

時
代
で
、
中
庭
で
、
有
志
の
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
が
生
演

奏
で
「
出
発
（
た
び
だ
ち
）
の
歌
」
や
「
神
田
川
」、「
さ

な
え
ち
ゃ
ん
」、「
結
婚
し
よ
う
よ
」
な
ど
を
唄
っ
て
い

た
こ
と
が
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。

　

卒
業
後
は
、２
０
１
５
年
11
月
の
「
還
暦
ク
ラ
ス
会
」

（
３
J
）
で
担
任
の
引
野
秀
夫
先
生
と
再
会
。

２
０
１
７
年
９
月
16
日
の
「
高
26
同
期
会
」（
26
会
）

に
は
総
勢
１
４
７
名
が
集
ま
り
、
菅
岡
先
生
・
丸
岡
先

生
・
山
田
先
生
・
泉
先
生
も
出
席
さ
れ
て
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

母
校
の
百
周
年
を
新
た
な
飛
躍
の
出
発
点
と
し
、
ま

す
ま
す
の
発
展
を
心
よ
り
願
い
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■ 

音
楽
漬
け
で
楽
し
か
っ
た
け
れ
ど

�

高
31　

疋
田
（
久
田
）
伊
根
子

　

3
年
間
音
楽
漬
け
の
毎
日
。
軽
音
楽
同
好
会
で
志

向
の
違
う
３
つ
の
バ
ン
ド
を
掛
け
持
ち
し
、
キ
ー
ボ
ー

ド
を
弾
い
て
い
ま
し
た
。
文
化
祭
前
の
夏
休
み
の
練
習

は
、
普
通
教
室
で
窓
や
ド
ア
を
締
め
切
っ
て
や
っ
て
い

て
、
正
に
地
獄
！
で
も
44
年
後
の
今
思
う
の
は
、
ご
近

所
迷
惑
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
。
ガ
ラ
ス
窓
が
振
動
す
る

ほ
ど
の
音
量
で
し
た
。
誌
面
を
お
借
り
し
て
、
ご
近
所

の
皆
様
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

数
年
前
、
後
輩
さ
ん
た
ち
は
豊
高
近
く
の
母
の
施
設

に
慰
問
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
当
時
母
は
、
1
月
の
音

楽
会
に
お
洒
落
し
て
い
く
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

し
た
。
豊
高
と
の
音
楽
を
通
し
た
ご
縁
に
感
謝
！

■ 

生
物
研
究
会
の
こ
と

�

高
32　

政
木　

真
里

　

高
校
32
期（
１
９
６
１
年・１
９
６
2
年
生
ま
れ
）は
、

今
年
還
暦
。
マ
ジ
か
。
在
学
中
は
生
物
研
究
会
所
属
。

同
期
は
生
嶋
君
の
二
人
。
私
の
性
格
が
き
つ
い
？
の
に

対
し
て
、
お
と
な
し
い
人
で
あ
っ
た
。
当
時
の
生
研
は

淀
川
水
系
の
魚
を
採
集
・
展
示
。
十
三
あ
た
り
の
淀
川

ワ
ン
ド
や
京
都
嵐
山
渡
月
橋
で
、
投
網
や
セ
ル
ビ
ン
を

使
っ
て
魚
を
採
集
し
、
生
物
実
験
室
後
ろ
の
水
槽
で
観

察
。
だ
か
ら
今
も
投
網
う
て
ま
す
（
気
持
ち
だ
け
）。

Ｏ
Ｂ
の
斎
藤
さ
ん
（
京
大
生
）
が
、
魚
の
こ
と
を
教
え

て
く
れ
た
。
夏
合
宿
は
斎
藤
さ
ん
の
ご
実
家
の
琵
琶
湖

の
別
荘
で
魚
と
り
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

　

父
（
高
2
期
ア
メ
フ
ト
部
）
は
引
退
後
、足
繁
く
ロ
ー

ド
ラ
ン
ナ
ー
ズ
の
応
援
に
通
っ
た
。

　

私
は
生
研
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
父
や
斎
藤
さ

ん
の
よ
う
に
部
活
に
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
が
顔
を
出
し
て
現
役
と

交
流
し
て
い
る
の
は
良
い
こ
と
だ
と
思
う
。

■ 

す
ば
ら
し
い
豊
高
愛
を
感
じ
て

�

高
43　

市
井
（
山
口
）
陽
子

　

創
立
百
周
年
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
豊
高
の

自
由
な
校
風
は
、
の
ん
び
り
し
た
性
格
の
私
に
は
ぴ
っ

た
り
で
し
た
。
在
学
中
は
帰
宅
部
で
、
何
か
に
熱
心
に

取
り
組
ん
だ
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
良
い
先
生
方
、

友
達
に
恵
ま
れ
て
居
心
地
が
よ
く
、
３
年
間
の
豊
高
生

活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
も
歳
を
重
ね
て
、
長
女
が
通
う
埼
玉
県

内
の
高
校
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
な
り
、
久
方
振
り
に
高

校
へ
出
入
り
す
る
機
会
を
も
ち
ま
し
た
。
そ
の
時
痛
感

し
た
の
は
、
後
輩
思
い
の
卒
業
生
の
あ
り
が
た
み
で
す
。

取
り
分
け
豊
高
は
先
輩
後
輩
の
繋
が
り
が
深
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。「
在
校
生
の
た
め
に
、
後
輩
の
た
め
に
」

13 令和3（2021）年6月28日発行



と
様
々
な
支
援
を
続
け
る
、
豊
高
愛
が
強
い
卒
業
生
の

存
在
に
今
さ
ら
な
が
ら
気
付
い
た
ら
、
感
謝
の
気
持
ち

で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
豊
高

生
が
充
実
し
た
高
校
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
私
も

微
力
な
が
ら
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

■ 

今
も
色
褪
せ
な
い
大
切
な
思
い
出

�

高
43　

石
原　

陽
子

　

創
立
百
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
卒
業
し
て

早
30
年
に
な
り
ま
す
が
、
私
に
と
っ
て
豊
高
は
今
も
色

褪
せ
る
こ
と
の
な
い
数
々
の
思
い
出
の
場
所
で
す
。

　

特
に
高
校
2
年
生
の
時
、
実
る
こ
と
は
な
か
っ
た
け

れ
ど
、
あ
る
人
に
真
剣
に
恋
し
た
事
は
今
で
は
、
私
の

大
事
な
思
い
出
で
す
。

　

ま
た
、
修
学
旅
行
で
行
っ
た
尾
瀬
も
忘
れ
ら
れ
な
い

思
い
出
の
一
つ
で
、
今
で
も
美
し
い
紅
葉
の
尾
瀬
の
道

が
鮮
や
か
に
蘇
り
ま
す
。
尾
瀬
を
選
ん
で
頂
い
た
先
生

方
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
の
尾
瀬
の
道
を

一
緒
に
歩
い
た
友
人
達
と
は
今
で
も
年
に
一
回
旅
行
に

行
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
の
豊
高
は
中
学
生
の
息
子
に
も
お
薦
め
し

て
い
る
高
校
で
す
が
、
少
々
建
物
の
老
朽
化
が
気
に
な

り
ま
す
。
次
の
百
年
に
向
か
う
若
い
後
輩
達
の
た
め
に

も
、
改
修
工
事
を
是
非
と
も
進
め
て
ほ
し
い
と
願
い
ま

す
。■ 

卒
業
後
に
気
づ
い
た
豊
高
の
重
み

�

高
44　

倉
沢　

陽
一

　

大
正
期
に
旧
制
中
学
と
し
て
設
立
さ
れ
て
以
来
、
多

く
の
優
秀
な
人
材
を
輩
出
し
て
き
た
豊
中
高
校
が
創

立
百
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
事
を
大
変
嬉
し
く
、
そ
し

て
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。

　

私
が
豊
中
高
校
を
卒
業
し
た
の
は
29
年
前

（
１
９
９
２
年
卒
業
）
に
な
り
ま
す
が
、
在
学
中
に
創

立
70
周
年
記
念
行
事
が
あ
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
歌
舞

伎
鑑
賞
を
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
高
校
生
の
時
に
は

歌
舞
伎
な
ど
の
伝
統
芸
能
の
価
値
を
理
解
で
き
て
い
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
真
剣
に
鑑
賞
し
て
お
ら
ず
、
大
人

に
な
っ
て
後
悔
し
た
次
第
で
す
。
母
校
や
素
晴
ら
し
い

校
歌
へ
の
思
い
も
、
伝
統
あ
る
豊
中
高
校
の
歴
史
の
重

み
を
理
解
で
き
る
歳
に
な
っ
た
あ
た
り
か
ら
、
よ
り
一

層
強
く
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　

大
学
時
代
の
同
窓
生
は
同
じ
学
部
・
学
科
の
友
人
が

多
く
卒
業
後
の
進
路
も
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

が
、
高
校
の
同
窓
生
は
、
仕
事
内
容
な
ど
キ
ャ
リ
ア
が

多
岐
に
わ
た
り
、
会
っ
て
話
を
す
る
と
多
く
の
刺
激
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
も
同
窓
生
と
の
繋
が

り
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■ 

リ
ベ
ン
ジ
し
た
い
中
夜
祭
の
舞
台

�

高
50　

藤
田
（
巽
）
明
子

　

豊
高
で
過
ご
し
た
三
年
間
は
、
私
の
人
生
に
お
い
て

大
き
な
誇
り
で
あ
り
宝
物
で
す
。
卒
業
後
は
、
小
さ
な

頃
か
ら
の
夢
だ
っ
た
歌
手
に
な
り
、
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム

の
歌
を
歌
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
私
の
初
め
て
の
ス

テ
ー
ジ
経
験
は
、
文
化
祭
「
中
夜
祭
」
の
カ
ラ
オ
ケ
大

会
で
し
た
。
全
校
生
徒
の
前
で
と
て
も
緊
張
し
、
思
う

よ
う
に
歌
え
ず
悔
し
か
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
い

つ
か
、
あ
の
体
育
館
の
ス
テ
ー
ジ
で
リ
ベ
ン
ジ
出
来
た

ら
と
夢
に
描
い
て
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

■ 

ア
メ
フ
ト
に
学
ん
だ
高
校
生
活

�

高
51　

木
村　

健
治

　

私
は
中
学
時
代
に
合
気
道
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た

が
、
豊
高
に
は
合
気
道
部
が
無
か
っ
た
た
め
、
中
学
の

合
気
道
部
の
元
主
将
で

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
に
所
属
し
て
い
た
藤

原
先
輩
（
高
50
期
）
に

相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
ア

メ
フ
ト
は
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
が
皆
同
じ
。
そ
れ
に
、

豊
高
は
中
学
３
年
分
多

く
ア
メ
フ
ト
を
経
験
し
て
い
る
強
豪
関
学
高
に
実
質
２

年
で
追
い
つ
く
合
理
的
か
つ
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
練

習
を
行
っ
て
い
る
」
と
説
明
を
受
け
、
憧
れ
て
入
部
を

決
め
ま
し
た
。
い
ざ
入
部
し
て
み
る
と
、
合
理
的
練
習

３
、
気
合
と
根
性
７
と
い
う
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
方
針

で
目
か
ら
汗
を
流
し
な
が
ら
毎
日
練
習
に
励
み
ま
し

た
。
結
果
、
３
年
時
に
は
先
輩
の
予
言
通
り
（
？
）
関

学
高
に
勝
利
し
、
合
理
性
と
根
性
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス

を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
当
時
の
私
は
遅
刻
や
居
眠
り

の
常
習
犯
で
あ
る
典
型
的
な
問
題
児
で
勉
強
は
さ
っ
ぱ

り
で
し
た
が
（
足
立
先
生
ご
め
ん
な
さ
い
）、
当
時
苦

楽
を
共
に
し
た
仲
間
た
ち
と
は
固
い
絆
で
結
ば
れ
、
生

涯
の
友
人
を
得
ら
れ
た
こ
と
が
高
校
生
活
で
の
一
番
の

財
産
で
す
。
特
に
同
期
の
副
キ
ャ
プ
テ
ン
だ
っ
た
笹
田

君
と
は
、
縁
あ
っ
て
今
も
一
緒
の
会
社
で
共
に
切
磋
琢

磨
し
て
い
ま
す
。（
写
真
左
が
笹
田
君
、
右
が
私
）

■ 

こ
れ
か
ら
の
豊
高
生
に
期
待

高
53

中
野
（
安
岡
）
茉
衣
子

　

こ
の
度
は
、
創
立
百

周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
母
校
の
記
念
す

べ
き
年
に
、
会
報
へ
寄
稿
さ
せ
て
頂
く
と
い
う
素
晴
ら

し
い
機
会
を
賜
り
ま
し
て
光
栄
で
す
。
こ
の
ご
縁
に
感

謝
し
つ
つ
、
卒
業
生
の
一
員
と
し
て
一
言
感
想
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
が
豊
高
を
卒
業
し
た
の
は
ち
ょ
う
ど
20
年
前
で
、

そ
の
頃
は
自
由
で
お
お
ら
か
な
校
風
で
、
部
活
も
勉
強

も
の
び
の
び
と
、
マ
イ
ペ
ー
ス
に
頑
張
っ
て
い
る
感
じ

で
し
た
。

　

最
近
の
豊
高
は
、
知
ら
な
い
間
に
か
な
り
レ
ベ
ル
が

高
く
な
り
、
先
進
的
な
教
育
機
関
と
し
て
目
覚
ま
し
い

発
展
を
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
、
卒
業
生
と
し
て
と
て
も

誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

私
は
海
外
に
留
学
し
た
経
験
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
国

際
化
社
会
に
お
い
て
は
英
語
力
に
加
え
、
論
理
的
・
批

判
的
に
思
考
し
表
現
す
る
能
力
が
必
須
だ
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
力
を
培
う
た
め
に
は
、「
自
ら
考
え
、

行
動
す
る
」
姿
勢
が
不
可
欠
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
豊
高

に
は
、
生
徒
が
自
ら
探
求
し
意
欲
的
に
学
ぼ
う
と
す
る

心
を
育
み
、
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
ラ
ー
ニ
ン
グ
等
の
取
り

組
み
を
通
じ
て
生
徒
の
思
考
力
や
表
現
力
を
伸
ば
す
こ

と
で
、
将
来
国
内
外
で
活
躍
で
き
る
多
く
の
人
材
を
輩

出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

■ 

今
も
輝
い
て
い
る
思
い
出

�

高
57　

山
本
（
佐
々
木
）
静
香

　

大
好
き
だ
っ
た
母
校
が
創
立
百
周
年
を
迎
え
ら
れ
る

こ
と
、
大
変
誇
ら
し
く
、
嬉
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

入
学
し
た
私
達
に
当
時
の
須
賀
校
長
先
生
は
「
勉

強
も
遊
び
も
あ
え
て
二
兎
を
追
っ
て
い
こ
う
！
」と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

文
化
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
部
活
は
と
こ
と
ん
楽
し

み
、
勉
強
と
な
れ
ば
集
中
し
て
や
り
き
る
。
周
り
に
は

そ
ん
な
友
達
ば
か
り
で
、
３
年
間
本
当
に
豊
か
で
充
実

し
た
時
間
が
流
れ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
た
ち
を

先
生
方
も
温
か
く
見
守
り
、
応
援
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

私
に
と
っ
て
の
豊
高
で
の
出
会
い
や
経
験
は
、
人
生

の
財
産
で
あ
り
、
ず
っ
と
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
思
い
出
で

す
。
こ
れ
か
ら
先
も
ま
た
、
そ
ん
な
時
間
が
流
れ
る
場

所
で
あ
り
続
け
て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

10
年
前
、
２
０
１
２
年
4
月
号
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

コ
ー
ナ
ー
は
百
周
年
を
迎
え
て
一
旦
終
了
し
ま
す
。　

ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
総
勢
１
５
０
人
以
上
の
皆
様
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
号
か
ら
も
、
豊
中
中
学
・
高
校
時
代
の
思
い
出
を

書
い
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
は
継
続
予
定
で
す
。
皆
様

の
ご
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

（
蛯
名　
美
佳
）

次
号
か
ら
は
百
周
年
の
夢
の
先
へ
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同期会クラブだより
■ 高8「清和会」渓のエドヒガンサクラを観る会

3月23日　川西市・猪名川上流の群生地
2年ぶりに渓のサクラを観る会・

清和会のメンバー高八期12名（会
員の夫人1名を含む）が猪名川上流
の川西市水明台1丁目にある「渓の
サクラを守る会」活動地に集まり、
満開のエドヒガンの会場を散策した
り、持参した弁当を食べながら約2
時間の楽しい時間を過ごしました。

会場の水明台のエドヒガン群落は兵庫県版レッドデータブックBランクに
なっており、平成23年9月に天然記念物に指定されました。ここには植栽
木は累計約130本、自生木約150本のエドヒガンが生育しています（日本
各地で咲くサクラは大半がソメイヨシノですが、この品種は母をエドヒガン、
父を日本固有種のオオシマサクラの雑種とする交配で生まれた日本産の栽
培品種です。また、日本の数か所で有名になっている老大木は大概エドヒ
ガンであると言われています）。
この地で活動する「渓のサクラを守る会」は平成20年に結成されました。
主たる活動としては　①エドヒガン群落や樹木・山野草の適切な保護・植栽・
間伐し、生物多様性の進む森をつくること　②地元の小・中学校児童、生
徒を対象とする環境学習を支援し、市民を対象とする渓のサクラの公開な
ど楽しい行事を催し、心優しい人と豊かな自然が交わる「ふる里の森」をつ
くることになっています。
私たち川西・池田近辺に居住する高八期グループ「清和会」の名称は川
西市にある多田神社に由来する清和源氏からとったものです。十数年前か
ら会員の親睦を図る食事会などを開催してきましたが、7～ 8年前からエ
ドヒガンサクラの花見に切り替え、毎年続けています。しかし、この半年
間に2名の会員が亡くなり、今回は体調不良者もあり、参加者が減少しま
した（平成31年参加者19名）。来年はコロナ感染拡大状況もなくなり、参
加者が増えることを期待しています。� （西詰賢司）

高14関澤純さんら
高54チェロ奏者・辻本玲さんを応援する会を提唱
高14関澤純さんらがN響首席チェロ奏者・高54辻本玲さんを応
援する会の結成を呼びかけている。辻本さんは東京芸大卒業後、
多くのコンクールで受賞し、各地の演奏会に出演。2020年12月
にNHK交響楽団の首席チェロ奏者になった。2007年の豊陵会総
会で演奏、この5月7日の母校100周年記念式典にはオンライン出
演で演奏した。かつて豊陵会総会で演奏を聴いて感銘を受けた関
澤さんは自らもチェロを始め、この機会に後輩音楽家を応援する
会の立上げを呼びかけている。高14音楽部同窓生の幹事役・津田
由紀夫さん、元津田塾大学長の飯野正子さんら高14期仲間から賛
同を得ている。応援する会にご賛同の方はjsekizaw@tc.catv.
ne.jpあてにメール連絡をしてほしい、とのこと。活動の一環とし
ては辻本さんの意向を踏まえ、チェロの楽しみとお好きな曲目、
豊高時代の思い出やファンの皆さんへの言葉、ファンからは辻本
さんに尋ねたいことをお聞きする、メルマガの発行など、辻本さ
んとメンバーが情報交換しコロナに負けず楽しく応援したい、と
の考えという。

藤上先生を偲んで
� 高9　難波啓三
私たちが入学した昭和29年頃は、藤上先生が若くして教鞭を執

られていて真面目さが伝わってきました。
部活もありましたが勉強・勉強でした。文化祭で仮装行列した時、
藤上先生の恰好をして参加したことを鮮明に覚えています。
3年間も担任でご指導いただきありがとうございました。ご冥福

をお祈り申しあげます。

記念講演の村上さんへ激励の寄せ書き
高20期有志でペシャワールへの寄付も

創立100周年記念式典の記念講演で来阪の予定だった高20村上
優さんが、コロナ禍のため録画による講演になってしまったが、同期
生の有志から「ぜひ歓迎と激励を行ないたい」との声が起こった。
同期生が実施していたオンライン会議などを通し、次のことを決

めた。
①同期生間のコミュニケ―ション手段であるML（メーリングリスト）

を通して呼びかけ、「寄せ書き」を制作し贈呈する。②村上氏が、パ
キスタン・アフガニスタンへの支援を行なうペシャワール会の会長で
あることから、同期生で同会への寄付を取りまとめて会へ寄付を行
ない、その報告文書（＝「ペシャワール会への寄付に添えて」）を記念
品として贈呈する。③当日参加者による「寄せ書き」を作成・贈呈す
る等。
村上さんにお会いできなくなったことから、③は出来ず、①②に

ついて激励の意を表す手紙を添えて郵送した（写真）。今回の同期生
の取り組みは、村上さんが古希を超えても、医療現場でご活躍のう

え、故中村哲氏の遺志を継いだ
ペシャワール会会長として果敢に
活動されていることへ敬意を表わ
し、末永く活躍されることを祈念
する、深い想いを表したかったか
らである。村上さんから丁重な
謝辞が来ました。
� （高田裕文・三木俊博）

■ 関東高八会
今年は10月29日開催、会場予約済み

コロナ禍の中、2020年10月30
日（金）、新宿住友クラブにて関東
高八会を開催しました。参加者は
（敬称略順不同）井上（渡辺）好子、
河崎博夫、神保雅明、杉浦篤、田
中建六、伊達仁彦、早川泉、八色
賢典、中野裕の9名。昼食をとり
ながらコロナ禍の中大阪からはる

ばると参加の神保君からは、豊陵会の現状報告と、100周年の募金依頼
があり、各参加者からはコロナ禍での生活状況の報告を受けました。お互
いに、健康を維持して、元気に毎日を過ごし、コロナ禍に打ち勝つことを
約して解散しました。
2021年度は10月29日（金）開催の予定にて、場所（新宿住友クラブ）で

す。� （中野　裕）

■ 高14期会　やむなく今年も中止
昨年の14期同期会はコロナウイルス蔓延でやむなく中止しました。今年
同時期に開催すべく準備を進めましたが、コロナ変異株及びワクチン接種
の遅れにより中止せざるを得なくなりました。今後の同期会については未
定です。� （同期会幹事一同）

■ 高15期　10月22日の喜寿総会、今年も中止
フェイスブックに「15期会グループ」を立上げ

高校15期・喜寿記念同期会を1年延期して今年10月22日に開催を予定
していましたが、コロナ感染拡大に鑑み、中止を決定しました。次回開催
は未定です。
なお同期の情報交換の場としてフェイスブックで「15期同期会グループ」

を立ち上げました。越智克司・木村榮次がグループ管理人をしています。
フェイスブックアプリから管理人への友達申請をしてください。グループ
への招待を送ります。多数の参加をお願いします。� （木村榮次）
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谷
垣
内
さ
ん
は
高
校
3
年
時
に
、
進

路
を
考
え
る
と
漠
然
と
興
味
が
あ
っ
た
イ

ギ
リ
ス
で
薬
剤
師
に
な
る
と
い
う
夢
を
実

現
さ
せ
た
く
な
り
一
念
発
起
。
家
族
や
英

語
科
の
安
福
先
生
に
後
押
し
し
て
も
ら
い

渡
英
。
1
年
間
ノ
ー
リ
ッ
チ（N

orw
ich

）

で
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス（
大
学

に
入
る
前
の
留
学
生
の
た
め
の
準
備
コ
ー

ス
）に
入
学
。University of Reading

のM
Pharm

 Pharm
acy

と
い
う
学
部

を
卒
業
し
て
薬
学
修
士
を
取
得
。
現
在
は

Ｎ
Ｈ
Ｓ（N

ational Health Service
）

と
い
う
国
の
保
健
機
関
に
雇
用
さ
れ
て
い

て
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
内
の
病
院
や
薬
局
で
研

修
薬
剤
師
と
し
て
働
き
な
が
ら
国
家
試

験
に
向
け
て
勉
強
中
。

英
国
で
薬
剤
師
と
し
て

　
　
着
実
に
キ
ャ
リ
ア
を
積
む

　
　
　
コ
ロ
ナ
の
現
場
も
体
験

◆
ト
ヨ
コ
ウ
在
学
中
か
ら
ど
ん
な
希
望
・
計

画
を
持
っ
て
、
決
心
を
さ
れ
て
い
た
の
で
す

か
。
先
生
に
は
ど
ん
な
相
談
を
さ
れ
、
ど
ん

な
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ
た
の
で
す
か
。
受
験・

渡
英
の
準
備
は
？

父
は
海
外
出
張
の
多
い
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
だ
っ

た
の
で
、“
海
外
”
が
身
近
な
も
の
で
、
常
に

興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
以
前
祖
母
が

少
し
身
体
を
悪
く
し
た
と
き
に
、
自
分
に
知

識
が
あ
れ
ば
、
何
か
手
助
け
で
き
る
の
に
と

思
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
薬
剤
師

は
で
き
る
職
務
の
幅
が
広
く
、
よ
り
人
の
役

に
た
て
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
高
校
3
年
に
な
っ
て
進
路
を
考
え
た
時

ど
う
し
て
も
留
学
を
実
現
さ
せ
た
い
と
い
う

気
持
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
具
体
的

に
ビ
ザ
や
学
校
、
生
活
の
こ
と
な
ど
を
ネ
ッ

ト
で
調
べ
計
画
を
立
て
て
家
族
に
相
談
し
ま

し
た
。

と
て
も
有
難
い
こ
と
に
、
祖
父
母
も
両
親

も
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
の
で
、
決
断
し
て

か
ら
は
自
分
で
ど
ん
ど
ん
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
留
学
前
は
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｓ
の
試
験

対
策
を
中
心
に
勉
強
し
、
推
薦
書
の
準
備
な

ど
は
英
語
科
の
安
福
先
生
に
手
伝
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
こ
の
記
事
に
安
福
先
生
の
お
話

も
載
せ
て
い
た
だ
く
と
聞
い
て
楽
し
み
で
す
。

◆
な
ぜ
留
学
先
を
ロ
ン
ド
ン
に
選
ん
だ
の
で

す
か
？

初
め
て
イ
ギ
リ
ス
に
訪
れ
た
の
は
高
校
1

年
の
時
に
参
加
し
た
豊
高
の
海
外
語
学
研
修

で
す
。
バ
ー
ス
（Bath

）
と
言
う
綺
麗
な
街

に
2
週
間
滞
在
し
て
、
同
い
年
の
フ
ラ
ン
ス
人

と
一
緒
に
ホ
ス
ト
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
に
住
み
、

世
界
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
同
年
代
の
生
徒
た

ち
と
一
緒
に
授
業
を
受
け
ま
し
た
。
留
学
と

い
う
も
の
が
、
何
と
な
く
叶
え
た
い
夢
か
ら
一

気
に
現
実
的
な
目
標
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
だ
っ
た
の
で
ロ

ン
ド
ン
に
行
く
機
会
も
あ
り
、
こ
こ
で
勉
強

出
来
た
ら
良
い
な
と
言
う
気
持
ち
も
膨
ら
み

ま
し
た
。

◆
留
学
生
活
で
文
化
の
違
い
も
感
じ
ら
れ
た

で
し
ょ
う
ね
？

イ
ギ
リ
ス
の
大
学
に
は
世
界
中
の
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
国
か
ら
留
学
生
が
集
ま
っ
て
く
る

の
で
、
文
化
の
違
い
は
毎
日
至
る
所
で
体
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
マ
レ
ー
シ
ア
人
た
ち
と
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
し
て
い
た
時
、
食
事
は
手
で
食
べ
た
り
、

毎
日
庭
で
イ
ス
ラ
ム
教
の
お
祈
り
が
行
わ
れ

て
い
た
り
、
文
化
や
価
値
観
な
ど
違
う
こ
と

だ
ら
け
で
、
毎
日
リ
ビ
ン
グ
で
み
ん
な
で
話
し

て
い
る
だ
け
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。
た
だ
「
土

足
文
化
」
だ
け
は
今
で
も
慣
れ
な
い
の
で
、

自
宅
の
玄
関
は
き
っ
ち
り
仕
切
っ
て
い
ま
す
。

留
学
し
て
一
番
良
か
っ
た
な
と
思
う
こ
と
は

世
界
中
に
何
で
も
話
せ
る
友
達
が
出
来
た
こ

と
で
す
。

言
葉
、食
、宗
教
、価
値
観
や
育
っ
た
環
境
、

何
か
ら
何
ま
で
違
う
こ
と
だ
ら
け
の
人
た
ち

と
一
緒
に
授
業
を
受
け
、
暮
ら
し
、
た
く
さ

ん
話
す
こ
と
で
、
ど
ん
ど
ん
い
ろ
ん
な
こ
と
を

吸
収
で
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
留
学
生
活

で
一
番
刺
激
的
で
有
意
義
な
時
間
だ
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

◆
初
め
て
の「
単
身
ロ
ン
ド
ン
暮
し
」は
何
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
か
。
会
話
は
ど
う
だ
っ
た

ん
で
す
？
授
業
の
内
容
や
学
校
の
様
子
、
毎

日
の
勉
強
は
？

最
初
は
「
何
じ
ゃ
、
こ
れ
は
？
」
の
連
続

で
し
た
が
、
意
外
と
す
ぐ
に
慣
れ
ま
し
た
。

で
も
今
で
も
お
天
気
と
食
事
に
は
苦
労
し
て

い
ま
す
が
…
。

親
戚
も
知
り
合
い
も
全
く
な
く
、
ク
ラ
ス

も
日
本
人
は
僕
だ
け
の
状
況
だ
っ
た
の
で
、
逆

に
積
極
的
に
な
ろ
う
と
思
え
た
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
授
業
の
合
間
に
友
達
と
予
定
を
入

れ
た
り
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
り
、
と
に
か
く
せ
っ

か
く
の
恵
ま
れ
た
環
境
を
生
か
そ
う
と
自
分

を
忙
し
く
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
し
た
。

英
語
が
特
に
得
意
だ
っ
た
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
授
業
を
録
音
し
、
後
で
聴
き
直
し
な

が
ら
ノ
ー
ト
を
作
り
、
友
達
や
先
生
に
毎
日

た
く
さ
ん
質
問
を
し
て
必
死
に
つ
い
て
行
っ
て

い
ま
し
た
。
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
ど
ん
ど
ん
理

解
の
ス
ピ
ー
ド
は
上
が
り
ま
し
た
。
大
変
で

し
た
が
ず
っ
と
や
り
た
か
っ
た
こ
と
な
の
で
大

学
卒
業
ま
で
楽
し
く
乗
り
切
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
友
達
や
先
生
と
の
日
常
の
会
話
す
ら

も
英
語
の
上
達
に
繋
が
る
の
で
留
学
す
る
機

会
が
あ
れ
ば
と
に
か
く
積
極
的
に
何
に
で
も

首
を
突
っ
込
ん
で
み
る
と
早
く
順
応
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

薬
学
部
で
は
生
命
科
学
や
薬
理
学
な
ど
を

実
験
や
講
義
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
通
し
て
学
び
な
が
ら
、
患
者
さ
ん
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
や
薬
剤
師
と
し
て

の
倫
理
や
法
律
ま
で
様
々
な
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
薬
局
や
病
院
で
の
研
修
も
毎
年
度
行

わ
れ
、
授
業
で
学
ん
だ
知
識
を
実
際
の
医
療

の
現
場
で
使
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
し
ま
し
た
。

◆
薬
剤
師
と
し
て
の
仕
事
は
？

イ
ギ
リ
ス
の
薬
剤
師
の
業
務
は
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
肺
炎
、
最
近

で
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
の
注
射
を

し
た
り
、
主
要
な
病
状
の
薬
や
抗
マ
ラ
リ
ア

薬
、
避
妊
薬
を
患
者
さ
ん
を
診
察
し
て
直
接

薬
局
で
提
供
し
た
り
も
し
ま
す
。
禁
煙
や
減

量
、
薬
物
依
存
か
ら
の
脱
却
の
手
助
け
や
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
め
ば
処
方
箋
を
書
く
こ

と
も
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

最
近
で
は
不
正
な
薬
の
輸
出
入
を
防
ぐ
た

め
に
薬
の
箱
に
バ
ー
コ
ー
ド
が
付
け
ら
れ
、
そ

れ
を
ス
キ
ャ
ン
し
て
追
跡
す
る
シ
ス
テ
ム
が
イ

ギ
リ
ス
全
土
で
導
入
さ
れ
始
め
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
が
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
た
時

期
は
同
僚
が
過
労
で
数
週
間
休
ん
だ
り
、
毎

日
の
よ
う
に
い
つ
も
診
て
い
た
患
者
さ
ん
た
ち

が
急
に
ぽ
っ
く
り
亡
く
な
っ
た
り
と
肉
体
的

に
も
精
神
的
に
も
辛
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

現
在
は
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
広
ま
っ
て
い
る

お
か
げ
も
あ
り
街
が
少
し
ず
つ
元
の
日
常
を

取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
医
療
現
場
の
最

前
線
で
こ
の
世
界
的
に
見
て
も
激
し
く
打
撃

を
受
け
、
そ
の
後
ワ
ク
チ
ン
の
普
及
な
ど
で

回
復
し
て
来
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
の
医
療
現
場

に
実
際
毎
日
携
わ
れ
て
い
る
の
は
と
て
も
良

い
経
験
だ
と
思
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

◆
ロ
ン
ド
ン
か
ら
み
た
日
本
を
ど
の
よ
う
に

感
じ
ま
す
か
？

日
本
の
四
季
と
美
味
し
い
ご
飯
は
い
つ
で

も
恋
し
い
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
は
雨
が
多
く
ご

飯
が
不
味
い
こ
と
で
有
名
な
の
で
…
。

僕
は
海
外
に
出
て
か
ら
日
本
の
こ
と
が
よ

り
好
き
に
な
り
ま
し
た
。「
日
本
人
で
す
」
と

相
手
に
伝
え
た
時
の
反
応
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
し
、
日
本
車
や
日
本
の

電
化
製
品
な
ど
を
見
か
け
る
と
な
ぜ
か
少
し

嬉
し
く
誇
ら
し
く
な
り
ま
す
。
こ
っ
ち
に
住

ん
で
、
い
ろ
ん
な
国
の
人
た
ち
と
話
す
と
、
ど

れ
だ
け
日
本
が
豊
か
で
恵
ま
れ
た
環
境
だ
と

い
う
こ
と
が
分
る
し
、
日
本
文
化
や
日
本
食

へ
の
海
外
の
関
心
の
高
さ
に
い
つ
も
驚
か
さ
れ

ま
す
。
一
方
で
、
途
上
国
の
人
た
ち
の
勤
勉
さ

　
豊
高
卒
業
後
に
留
学

　
英
国
で
薬
剤
師
を
目
指
す
　

高67　谷垣内　肇さん

中央が谷垣内さん

私
の
針
路
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や
情
熱
に
触
れ
て
い
る
と
、
こ
の
ま
ま
で
は

徐
々
に
追
い
つ
き
追
い
越
さ
れ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
と
い
う
危
機
感
が
湧
い
て
来
る
の

も
正
直
な
所
で
す
。

◆「
豊
陵
会
報
」と
し
て
は
、
後
輩
た
ち
に

も
っ
と
海
外
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
れ
ば

･･･

。海
外
で
勉
強
し
た
り
生
活
し
た
り
す
る
こ

と
は
何
も
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
と
僕
は
思

い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
生
も
言
葉
や
文

化
が
違
う
だ
け
で
中
身
は
み
ん
な
日
本
の
大

学
生
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。
勉
強
熱

心
な
人
も
い
れ
ば
遊
ん
で
ば
か
り
の
人
も
い

る
し
、
変
わ
っ
た
す
ご
い
才
能
を
持
っ
た
人
も

い
ま
す
。
街
に
い
る
一
般
の
人
も
同
じ
で
す
。

な
の
で
、
も
し
留
学
に
興
味
が
あ
る
人
が
い

る
な
ら
、
あ
ま
り
気
負
う
必
要
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
少
し
本
気
に
な
っ
て
調
べ
て
み
れ
ば

意
外
に
サ
ク
ッ
と
道
が
開
け
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

英
語
に
自
信
が
な
く
て
た
め
ら
っ
て
い
る

人
も
そ
れ
ほ
ど
心
配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
僕
の
高
校
の
英
語
の
成
績
も
特
別
良
い

も
の
で
は
な
か
っ
た
で
す
が
、
自
分
か
ら
積

極
的
に
行
動
す
る
こ
と
を
心
掛
け
れ
ば
大
概

の
こ
と
は
な
ん
と
か
な
り
ま
す
。

留
学
を
し
た
い
意
思
が
あ
る
人
が
い
れ
ば
、

「
留
学
す
る
こ
と
」
を
目
標
に
す
る
の
で
は

な
く
「
そ
の
先
」
に
何
が
し
た
い
か
を
考
え

る
と
、
さ
ら
に
具
体
的
な
考
え
が
膨
ら
む
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
留
学
前
に
そ
の
先
の
目
標

が
決
ま
っ
て
い
れ
ば
よ
り
有
意
義
な
時
間
が

過
ご
せ
る
は
ず
で
す
。

大
学
で
様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
と

出
会
い
、
自
分
の
価
値
観
や
視
野
が
大
き
く

広
が
り
、
そ
し
て
信
頼
で
き
る
友
達
が
世
界

中
に
で
き
た
こ
と
が
、
留
学
し
て
最
も
自
分

を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
こ
と
だ
と
僕
は
感
じ

て
い
ま
す
。

僕
の
留
学
生
活
は
毎
日
が
刺
激
的
で
心
の

底
か
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
少
し

で
も
興
味
が
あ
る
な
ら
一
歩
踏
み
出
し
て
み
て

下
さ
い
。
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
な
ら
飛
び
込
ん
で

み
て
下
さ
い
、
悩
ん
で
い
る
な
ら
少
し
ず
つ
行

動
に
移
し
て
み
て
下
さ
い
、
そ
う
す
れ
ば
き
っ

と
大
き
な
成
長
に
繋
が
る
は
ず
で
す
。

（
5
月
20
日
、メ
ー
ル
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

聞
き
手
＝
古
澤
頼
秋
）

英
語
科
担
任
だ
っ
た

　
安
福
一
貴
先
生
（
高
57
）
か
ら

高
校
3
年
の
夏
頃
、
谷
垣
内
く
ん
か

ら
留
学
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

「
海
外
で
薬
剤
師
に
な
り
た
い
」と
い
う

明
確
な
目
標
を
持
ち
、
自
ら
情
報
収
集

や
資
料
集
め
を
行
い
、
ご
家
族
か
ら
の

理
解
も
得
ら
れ
て
お
り
、
あ
と
は
彼
自

身
が
思
い
切
れ
る
か
ど
う
か
だ
け
で
し

た
。私

は
谷
垣
内
く
ん
の
ク
ラ
ス
の

Gram
m
ar

やReader

の
授
業
を
担
当
し

て
い
ま
し
た
。
疑
問
に
思
う
こ
と
に
は
、

納
得
い
く
ま
で
と
こ
と
ん
取
り
組
む
生

徒
で
、
授
業
後
や
放
課
後
に
は
よ
く
質

問
に
来
て
い
ま
し
た
。ま
た
、ム
ー
ド
メ
ー

カ
ー
と
し
て
ク
ラ
ス
や
行
事
を
盛
り
上

げ
、
サ
ッ
カ
ー
部
で
は
中
心
的
存
在
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
谷

垣
内
く
ん
な
ら
、
海
外
で
も
、
仲
間
と

支
え
合
い
な
が
ら
や
っ
て
い
け
る
と
思

い
、
全
力
で
応
援
し
ま
し
た
。（
当
時
の

彼
の
英
語
力
は
判
断
材
料
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
…
）

帰
国
し
た
際
に
は
い
つ
も
飲
み
に

誘
っ
て
く
れ
、
近
況
を
報
告
し
て
く
れ

ま
す
。
次
は
い
つ
な
の
か
と
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
少
し
先
に
な
り
そ
う
で
す
ね
…
。

こ
の
大
変
な
情
勢
を
、
持
ち
前
の
明
る

さ
と
粘
り
強
さ
で
乗
り
切
り
、
薬
剤
師

と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

■高17加古　隆さん　2回も延期になった「百
周年記念事業・ピアノ演奏会」を無事に終えてほっ
とした気持を「少年時代を過ごした思い出深い

豊中で演奏出来て、感慨ひとしおです」と語った。5月29日には
いずみホールで「加古隆クアルテット結成10周年記念コンサート
で組曲「映像の世紀」などを演奏。さらに6月18日に公開のされ
る司馬遼太郎「峠」の映画化「峠　最後のサムライ」（戊辰戦
争時の長岡藩家老・河井継之助を描く。役所広司・松たか子出
演）の音楽を担当。そのテーマ曲は主題歌「何処（いずこ）へ」
（歌＝石川さゆり）となってエンディングに流れる。活躍の場は変
わらず広い。
■高32平野裕一さん　5月3日、憲法記念日の府知事表彰で教
育関係の功績で現役校長として表彰を受けた。府下の高校関係
では公私立を含めて19名が表彰されたが、コロナのため表彰式
はなし。緊張続いた百周年記念式典に合わせてほっとしたタイミ
ングでの受賞となった。
■高59吉田円香さん　8月20日（金）19時開演。住友生命い
ずみホール（06-6944-1188。大阪城公園駅）でチェロリサイタル
を開く。全席指定・2,500円。令和3年度「次代の文化を創造す
る新進芸術家育成事業の演奏シリーズ」の第2弾。

令和2年4月以降の役員異動
幹事
加堂　裕規（高21期）
古澤　頼秋（高48期）
評議員
牧野　　隆（高21期）
小林柚香里（高34期）
川口　峰広（高55期）
小西　遥登（高72期）
藤原　碧大（高72期）
碇本　優衣（高72期）

高73期同期会世話役
寺西　駿貴　早川　　舞
小泉壮太朗　𣘺本　愛子
田島　壮介　槇野ひより
奥村　泰成　河内ひかる
日高　健介　妻鹿　友香
舩橋　誠大　井上　夏凛
辻　　健志　原野　万穂
中村　優杜　茂木　　優
渡　　　陸　林　　咲希

※著者から豊陵会報に寄贈された本の紹介です。（敬称略、順不同）

■�うつりゆく時をたずねて
　　　高23　小泉　清　著
豊高時代はワンゲル部。定年後もその土地、場所で出会った人びと

の語らいの中から個人の歴史を、新聞記者時代からのフットワークで
書き留めた探訪記。「あの戦争を忘れない」「この土地に立つ」をテー
マに22話を収める。
「太平洋戦争下のカナダを生きた三尾の人々」（和歌山県美浜町）では、
かつては房総半島にまでイワシ漁に出かけた村だったが漁業権争いに
負けてカナダに新天地を求めたことが記されている。豊中・宮山のコ
バノミツバツツジの紹介では、かつての自然が語られる。
� （2021年1月刊。諷詠社。1,400円税別）

■「影響言語」で人を動かす【増補改訂版】
　　　シェリー・ローズ・シャーベイ著
　　　高29　本山晶子　訳
同じ言葉を聞いても、読んでも、なぜ人によって心に残る言葉や文章、

イメージはまったく異なるのか。なぜ「言った、言わない」の水掛け論
が起こるのか。
人にメッセージを正確に伝えて行動を促すことは容易ではない。著
者は、行動につながる「言語」を軸に、相手を尊重しながら自然にや
る気にさせる方法「プロファイル（言葉と行動のプロファイリング）」
を提唱し、論理的に解説するとともに、世界35か国で培った経験と豊
富な事例を交えて紹介。出版直後には、Forbes誌の「起業家とエグゼ
クティブのためのマネジメントの本」第一位に選ばれている。
訳者は学生のキャリア指導をするなかで、「LABプロファイル」に出
合って著者に師事。人の才能を引き出して活かせる可能性に惚れ込んで、
そのPC版を提供する組織を立ち上げ、わが国での普及に従事している。
大部の訳書だが平易な日本語で分りやすく、実践にも活かしやすい。
� （2021年4月刊。実務教育出版。3,000円税別）

会員の本
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学
校
ニ
ュ
ー
ス

の
ペ
ー
ジ

3
月
2
日（
火
）、
緊
急
事
態
宣
言
は

解
除
さ
れ
た
も
の
の
、
卒
業
証
書
授
与

式
は
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
で
来
賓
の

出
席
は
控
え
ら
れ
、
事
前
に
配
布
さ
れ

た「
式
次
第
」（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）に
祝
辞
が

掲
載
さ
れ
た
。

さ
ら
に
保
護
者
の
出
席
を
制
限
。
卒

業
生
徒
席
も
1
ク
ラ
ス
2
列
と
前
後
を

ず
ら
し
て
間
隔
を
と
っ
て
い
た
。
国
歌
・

校
歌
は
発
声
せ
ず
、
1
0
0
周
年
記
念

校
歌
レ
リ
ー
フ
に
注
目
し
な
が
ら
、
静

聴
す
る
に
留
ま
っ
た
。
す
べ
て
が
動
作

の
少
な
い
式
と
な
っ
た
。

式
辞
の
中
で
平
野
校
長
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
生
徒
が
一
丸
と
な
っ
た『
さ
す

が
豊
高
生
』と
思
う
全
力
的
な
取
組
み

に
敬
意
を
表
す
る
と
も
に
、
周
囲
の
先

生
・
保
護
者
・
地
域
の
方
々
な
ど
の
支

え
が
あ
っ
て
こ
そ
の
こ
と
で
も
あ
る
、

と
述
べ
た
。

さ
ら
に
旅
立
つ
卒
業
生
に
、
平
野
校

長
は
、

①
謙
虚
な
姿
勢
＝
学
べ
ば
無
知
を
知

り
、
無
知
を
知
れ
ば
も
っ
と
学
び
た
く

な
る
、
②
遊
び
心
を
持
つ
＝
苦
し
い
と

き
を
乗
り
切
る
方
策
は
、
文
化
創
造
を

生
む
、
③
心
で
見
る
＝
心
で
見
な
け
れ

ば
よ
く
見
え
な
い
、
大
切
な
こ
と
は
目

に
見
え
な
い
、
④
君
子
は
豹
変
す
る
＝

立
派
な
人
ほ
ど
過
ち
が
分
か
れ
ば
、
す

ぐ
に
自
分
を
改
め
る
、
⑤
ノ
ブ
レ
ス
・

オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
＝
貴
族
の
精
神
：
幅
広

い
視
野
で
努
力
し
、
専
門
性
を
身
に
つ

け
る
中
で
も
、
芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

も
楽
し
む
、
の
餞
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

自
身
も
高
32
期
卒
業
生
と
し
て
、
豊

高
で
出
会
っ
た
友
人
・
先
輩
・
後
輩
・

先
生
の
こ
と
を
末
永
く
大
切
に
し
て
ほ

し
い
と
付
言
し
、
1
0
0
周
年
記
念
の

校
歌
レ
リ
ー
フ
と
前
代
を
引
き
継
ぐ
ヒ

マ
ラ
ヤ
杉
が
卒
業
生
を
見
送
る
1
0
0

年
の
歴
史
に
、
豊
中
高
校
を
ま
す
ま
す

発
展
さ
せ
る
こ
と
を
誓
う
と
結
ん
だ
。

府
教
委
表
彰
1
名
、
皆
勤
表
彰
は

39
名
だ
っ
た
。
式
を
終
え
、
校
舎
、
そ

し
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
を
振
り
返
り
校
門
を

後
に
す
る
生
徒
の
姿
も
あ
っ
た
。

�

（
南
里
吉
彦
）

記
念
植
樹
の

ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
も
見
送
る

高
73
期
生
、
3
5
5
名
が
卒
業

コロナ対策のため高76期生の入学試験合格発表は、昨年同様
に北門・正門・南門と受験番号別に校庭への入場場所が指定され
た。受験票を持った受験生数名ずつが合格者番号の掲げられた教
室へと入って行った。厳重な感染症対策により実施されていた。

「豊陵祭を見学して、とっても楽しそうな高校と思ったので」
と娘の志望の動機を話してくれた保護者も高47の卒業生で、「豊
高とまたご縁ができたこともうれしい」と付け加えた。今年度の
選抜競争率は、定員360名に対して応募者552名、倍率1.53倍。
今年も府下でも高い競争率だった。

コロナ禍の折から76期生の入学式が曽根・文化芸術センター
で短時間のうちに行なわれた。

まず国歌がメロディのみで演奏されたのち、平野校長が「入
学認定」の宣言。創立百周年の年に入学した76期生に期待を込
めた激励の挨拶をした。

ついで新入生代表が入学の言葉を力強く述べ、担任の先生紹
介があり、締めくくりは校歌のCDが流されて約50分間の入学
式が終った。

当初は卒業式・入学式ともに会場設営が大変な体育館の使用
をやめて、市・文芸センターでの開催を検討したが、「卒業式は
学校で」という声が強く、
卒業式当日は卒業の3年生
が教室から自分の椅子を
運び込んで出席するとい
う方法での卒業式。新入
生にはそんな方法をとる
こともできないので、文
芸 セ ン タ ー の 入 学 式 に
なったとのことである。

高76期生、360名が合格
3月18日10時、コロナ下の入試合格発表

76期生、晴れて入学式
4月2日、文化芸術センターで

コロナ禍　卒業　入試　入学　工夫の実施

校舎の入口で足止め。受験生徒からの報告を待つ保護者

卒業式を終えて晴れ姿で職員室に戻る平野校長と
3年担任だった先生方を豊陵会報がパチリ
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令
和
2
年
度
入
試
が
終
わ
り
、
合

格
者
数
の
集
計
結
果
を
別
表
に
示
し

ま
し
た
。
本
校
H
P
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

今
年
度
の
結
果
を
見
る
と
ま
ず
目

に
つ
く
の
は
、
京
都
大
学
合
格
数
の

大
幅
増
加
で
す
。
31
年
ぶ
り
に
2
桁

の
合
格
者
数
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

東
京
大
学
合
格
も
14
年
ぶ
り
で
し

た
。
現
役
・
浪
人
合
計
で
は
京
都
大
・

大
阪
大
・
神
戸
大
の
合
格
合
計
は
81

人
と
な
り
、
北
大
2
人
、
東
北
大
1

人
、
東
京
大
1
人
、
名
古
屋
大
1
人
、

九
州
大
4
人

を
含
め
、
難

関
10
大
学
に

90
人
が
合
格

す
る
と
い
う

結
果
と
な
り

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
受
験

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
不
安
の
多
い

年
と
な
り
ま
し
た
が
目
標
に
向
け
て

し
っ
か
り
努
力
し
た
結
果
だ
と
思
い

ま
す
。

今
年
度
入
試
よ
り
、「
大
学
入
試

セ
ン
タ
ー
試
験
」は「
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
」に
な
り
ま
し
た
。
時
間
・
内

容
と
も
に
変
わ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
未
知
の
テ
ス
ト

へ
の
不
安
感
か
ら
昨
年
度
の
入
試
は

「
超
安
定
志
向
」と
呼
ば
れ
る
現
役
進

学
者
が
多
く
な
る
年
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
今
年
度
入
試
は
全

国
的
に
浪
人
生
が
少
な
く
な
る
年
と

な
り
、
本
校
も
例
外
で
は
な
く
、
例

年
の
浪
人
数
の
4
分
の
3
ほ
ど
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
2

月
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ

り
、
今
年
4
月
時
点
で
の
73
期
生
3

年
生
の
進
路
希
望
調
査
で
は
、
一
人

暮
ら
し
を
必
要
と
す
る
大
学（
地
方

国
公
立
大
・
私
立
大
）へ
の
進
学
希

望
者
数
が
少
な
く
、
自
宅
か
ら
通
学

可
能
な
大
学
の
希
望
が
多
く
な
り
ま

し
た
が
、
共
通
テ
ス
ト
後
の
国
公
立

出
願
も
希
望
調
査
と
ほ
ぼ
変
わ
り
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な

理
由
か
ら
、
国
立
の
合
格
者
数
は
昨

年
度
よ
り
減
少
し
た
と
考
え
て
い
ま

す
。73

期
現
役
生
は
全
員
が
文
理
学

科
、
最
初
の
学
年
と
な
り
ま
す
。
全

員
が
課
題
研
究
を
行
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
を
利
用
し
た
推
薦
入
試
で
の
合

格
者
数
が
今
ま
で
よ
り
大
幅
に
増
え

ま
し
た
。
大
阪
大
学
5
名
、
神
戸
大

学
2
名
他
、
合
わ
せ
て
12
名
が
国
公

立
大
学
に
合
格
し
ま
し
た
。
ま
た
関

西
学
院
の
入
試
で
は
、
本
校
が
進
め

て
い
る
S
G
H
（
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー

バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）で
の
課
題
研

究
の
内
容
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

す
る
な
ど
で
選
考
さ
れ
る
S
G
H
入

試
に
、
学
部
は
様
々
で
す
が
9
人
が

合
格
し
、
本
校
の
課
題
研
究
の
レ
ベ

ル
の
高
さ
を
示
す
場
と
な
り
ま
し
た
。

私
立
大
学
の
受
験
数
合
格
数
は
あ

る
程
度
の
変
動
は
あ
る
も
の
の
例
年

と
そ
う
大
き
な
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
理
系
学
部
の
新
設
等
の

影
響
も
あ
り
、
関
西
学
院
の
受
験
者・

合
格
者
が
増
え
た
こ
と
が
特
徴
か
と

思
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
4
月
か
ら
開

学
す
る
公
立
専
門
職
大
学
の
進
学
、

気
象
大
学
校
へ
の
進
学
の
よ
う
に
、

大
学
以
外
の
道
を
進
む
生
徒
が
い
る

こ
と
も
特
徴
的
で
す
。

ま
だ
共
通
テ
ス
ト
に
つ
い
て
は
対

策
の
と
り
に
く
い
部
分
が
あ
る
も
の

の
、
豊
高
生

は
さ
ま
ざ
ま

な
変
化
に
も

柔
軟
に
対
応

し
、
し
っ
か

り
が
ん
ば
っ

て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
令
和
3
年
度
も
9
月
に

は
豊
高
O
B
の
方
々
を
お
招
き
し

て
、
職
業
別
進
路
講
演
会
を
行
な
う

予
定
に
し
て
い
ま
す
。
新
入
生
に

と
っ
て
も
、
文
理
選
択
お
よ
び
進
路

を
考
え
て
い
く
う
え
で
大
変
参
考
に

な
り
、
か
つ
そ
の
後
の
様
々
な
活
動

の
大
き
な
動
機
付
け
に
も
な
る
大
変

意
義
深
い
行
事
で
す
。
豊
陵
会
お
よ

び
O
B
の
方
々
に
は
い
ろ
い
ろ
と
お

世
話
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
進
路
指
導
主
事
　
日
垣
知
也
）

コ
ロ
ナ
禍
・
共
通
テ
ス
ト
初
年
度

不
安
の
中
、
京
都
大
学
が
大
幅
増

進
路
指
導
室
か
ら

4月1日付で府教職員人事異動が発表された。豊中高校で再任用となった
方を除き6名の教職員が他校に転出され、新任2名・他校より3名・大阪府
警察より1名の計6名の先生が新たに豊中高校に転入された。100周年記念
事業実行委員会式典部会の副部会長を務められた上林卓也首席は保健体育
科教諭に再任用され、数学科の宮野淳一教諭が新たに首席になられた。【な
お任期更新などで再任用になり継続して豊高の教壇に立たれる方の名前は
掲載していません】
■転出　
▼国語＝繁内一之（再任用・高槻北へ）　▼地歴公民＝千住健太（阿武野
へ）▼数学＝冨田かおる（非常勤で八尾北へ）　▼理科＝文部一希（桜塚
へ）▼英語＝柿本充博（北摂つばさへ）　▼養護助教諭＝日下部尚子（任
期更新・臨任で豊中に）　▼主査＝二子石知恵（桜塚・定へ）。

■転入など　
▼国語＝藤原太郎（淀川清流から）　▼地歴公民＝古本篤嗣（臨任講師）・
矢野啓太（島本から）　▼数学＝松尾昌幸（北千里から）　▼理科＝中島
聡志（新任）　▼保健体育＝江口英子（臨任講師）・上林卓也（教諭とし
て再任）▼英語＝岸本健吾（臨任講師）・田中裕二郎（新任）　▼主査＝
森岡茂樹（大阪府警察）。

食堂もコロナ感染予防対策
昼食時間は食堂として使用される豊陵ホールの

テーブルごとにコロナ感染予防対策として隣の席とを
仕切るパーテーションが作られた。
豊高では弁当持参の生徒が多数を占め、食堂の経

営は大苦心。規定で決められている毎年の契約更改
はそのつど難航している。

令和3年度　教職員の人事異動

4月7日現在、進路指導部が把握した値を掲載しています。受験生徒からの報
告の集計であり、今後到着する結果報告で数値が変わる可能性があります。確
定数値は豊高HPや、3年生徒への『進路指導資料』（6月配布）で発表されます。
【国立大学】　旭川医科1（1）、北海道2（2）、東北1（1）、筑波1、東京1、東京学芸1（1）、

横浜国立1（1）、信州1、名古屋1（1）、名古屋工業1、岐阜1（1）、滋賀1（1）、京都教
育1（1）、京都10（4）、京都工芸繊維4（4）、大阪34（22）、大阪教育5（4）、神戸37（27）、
奈良教育2（2）、奈良女子6（5）、和歌山3（2）、鳥取1（1）、岡山2（1）、広島1（1）、
徳島1（1）、九州4。

【公立大学】　福島県立医科1、東京都立1（1）、横浜市立1（1）、都留文科1、長野県立1、
静岡県立1（1）、滋賀県立2（2）、芸術文化観光専門職1（1）、京都市立芸術2（1）、京
都府立3（3）、大阪市立22（17）、大阪府立14（9）、神戸市外国語6（5）、兵庫県立10
（6）。

【私立大学】　慶應義塾2、上智5、専修2、多摩美術1、中央2（2）、津田塾1（1）、東京音
楽1、東京理科4、東洋3（3）、法政3、武蔵野美術1、明治2（2）、明治学院1（1）、立
教1（1）、早稲田5（2）、横浜薬科3（3）、南山1、長浜バイオ5（5）、大谷1（1）、京都
外国語1（1）、京都産業12（11）、京都女子19（19）、京都薬科9（9）、京都橘7（7）、
同志社149（83）、同志社女子18（18）、佛教1（1）、立命館186（122）、龍谷11（7）、
大阪医科薬科15（15）、大阪音楽1（1）、大阪経済1（1）、大阪経済法科1（1）、大阪芸
術1、大阪工業7（7）、追手門学院1（1）、関西132（98）、関西医科4（4）、関西外国
語12（11）、近畿119（89）、摂南5（4）、千里金蘭2（2）、関西学院145（113）、大阪
総合保育1（1）、甲南15（9）、甲南女子2（2）、神戸女学院4（4）、神戸薬科4（4）、武
庫川女子28（27）、神戸常盤2（2）、大和15（11）、川崎医療福祉1（1）。

【大学校】　気象大学校1（1）。� （　）内は現役合格者数

2021年 大学受験の結果速報
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●会員数（2021年4月末日現在）
卒業生数 37,390人／旧職員 864人
現職員 109人／連絡可能者数 21,830人
●会報発行部数
発行部数 23,500部／会員発送数 22,300部／学校配布 1,200部

2021 年豊陵会一般会計予算
収　支　予　算　書　（自2021年１月１日　　至 2021年 12月 31日）� （単位：千円）
収　入　の　部 予　　算 前年度予算 支　出　の　部 予　　算 前年度予算

前期繰越収支差額 4,001 9,763 豊 陵 会 報 発 行 費 4,000 8,000
総 会 開 催 費 1,300 1,300
学 校 行 事 支 援 金 530 530

豊 陵 会 協 力 金 4,900 5,000 卒業記念品贈呈費 330 330
一 般 会 費 収 入 3,150 3,220 豊 陵 会 報 部 会 200 150
寄 付 金 300 300 豊 陵 資 料 室 部 会 110 110
会 報 広 告 収 入 400 800 I T 推 進 部 会 100 100
総会出席会費収入 700 900 東 京 支 部 補 助 金 150 150
総会時販売等収入 100 200 中 部 支 部 補 助 金 100 100
利 息 収 入 1 1 事 務 局 費 2,500 3,140
雑 収 入 5 5 諸 会 議 費 800 1,300

事 務 機 器 使 用 料 500 500
事務用品備品購入代 500 500
事 務 局 光 熱 費 120 120
電 信 電 話 料 140 140
通 信 費 400 400
交 通 費 50 50
慶 弔 費 40 40
振 込 手 数 料 300 300
雑 費 10 10
100 周年記念準備費 1,000 1,000
予 備 費 377 1,919

計 13,557 20,189 計 13,557 20,189

2020 年豊陵会一般会計決算　
収　支　計　算　書　（自 2020年 1月 1日　　至 2020年 12月 31日）� （単位：千円）

収　入　の　部 決　　算 予　　算 支　出　の　部 決　　算 予　　算
前期繰越収支差額 9,763 9,763 豊 陵 会 報 発 行 費 7,574 8,000

総 会 開 催 費 0 1,300
学 校 行 事 支 援 金 530 530

豊 陵 会 協 力 金 4,830 5,000 卒業記念品贈呈費 326 330
一 般 会 費 収 入 3,204 3,220 豊 陵 会 報 部 会 173 150
寄 付 金 326 300 豊 陵 資 料 室 105 110
会 報 広 告 収 入 299 800 I T 推 進 部 会 0 100
総会出席会費収入 0 900 東 京 支 部 補 助 金 150 150
総会時販売等収入 0 200 中 部 支 部 補 助 金 100 100
利 息 収 入 1 1 事 務 局 費 2,576 3,140
雑 収 入 10 5 諸 会 議 費 588 1,300

事 務 機 器 使 用 料 426 500
事務用品備品購入代 249 500
事 務 局 光 熱 費 127 120
電 信 電 話 料 101 140
通 信 費 179 400
交 通 費 1 50
慶 弔 費 0 40
振 込 手 数 料 234 300
雑 費 0 10
100 周年記念準備費 989 1,000
次期繰越収支差額 4,001 1,919

計 18,435 20,189 計 18,435 20,189

貸　借　対　照　表　（2020年 12月 31日現在）
資　産　の　部 負 債 及 び 正 味 財 産 の 部

現　　　金 90 負　　債　　の　　部
郵 便 振 替 9,487 未　払　金 4,237
普 通 預 金 1,545 正�味�財�産�の�部
定 期 預 金 12,035 運 営 準 備 金 3,000
仮　払　金 100 積 　 立 　 金 12,021

次期繰越収支差額 4,001
（内当期収支差額） （-5,762）

小　計 19,022
合　計 23,259 合　計 23,259

2020 年豊陵会記念事業特別会計決算
収　支　計　算　書　（自2020年 1月 1日　　至 2020年 12月 31日） （単位：千円）

収　入　の　部  支　出　の　部
受　取　利　息 0 記　念　準　備　費 1,518

収 支 差 額 -1,518
計 0 計 0

貸　借　対　照　表　（2020年 12月 31日現在）
資　産　の　部 負 債 及 び 正 味 財 産 の 部

現 　 金 0 負　　　　　���債 0
普通預金 17,038 前期繰越収支差額 18,556

当 期 収 支 差 額 -1,518
計 17,038 計 17,038

豊陵会　2020年決算及び2021年予算

負債の部　未払金は百周年
記念事業加古隆コンサート
のチケット代金です

「記念準備費」151.8万円は
豊陵ホールの設計費用です。

「豊陵会報発行費」は1回の
会報発行を計画しています。
（2020年は2回発行でした）

2020年は豊陵会総会を中
止したため「総会出席会費
収入」「総会時販売等収入」
及び「総会開催費」は「0」と
なりました。
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編集発行　大阪府立豊中高等学校創立100周年記念事業実行委員会

■ 424項目、年代順の「できごと」記事
　 100年の歴史をどこからでも読み出せる編集スタイル
・ 大正 10 年 2 月 23 日　豊中村、府立第十三中学校の用地取得に動く／ 3 月 30 日　最

初の入学試験は北野中学で／令和 2 年 8 月 20 日　豊陵ホール完成／ヒマラヤ杉の見
てきた 100 年、そして…。

■ 卒業生会員の寄稿もある12編の「コラム」
　 当事者だから知っていたエピソード満載
・ 豊中市立高等女学校の略史／ 6 年間の豊陵生活を送った生徒たち／高校アメフトの歴

史／戦後民主主義と『豊陵新聞』／旧制中学から高校に引き継がれたハンドボール／む
かし『家庭科クラブ』があった／白秋・耕筰コンビの校歌／生徒自治会と豊中高校／豊
高の校章／野球部の歴史／豊陵資料室の誕生／校庭を散策してみると…。

■ 豊陵会・ＰＴＡ・豊友会の歴史と現在
■ 写真ページ　豊中高校のいま、部活紹介
■ 資料編
・歴代校長／教職員一覧／
  旧制豊中中学・新制豊中高校卒業生数／
  部活動変遷
▼ 下記まで、お申し込み・送金をお願いします。

郵便振替口座　00990－7－282876　豊中高校創立100周年記念事業実行委員会
　※卒業期・お名前・郵送先住所・冊数を払込票に明記願います。
三井住友銀行　豊中支店　（普通）7410694　豊中高校創立100周年記念事業実行委員会
　※卒業期・お名前・郵送先住所・冊数をメールまたは電話で事務局に連絡願います。

（いずれも振込手数料はご負担をお願いします）

  あなたの心に残る――
 「創立100周年記念誌」
トヨチュウ・豊高の 1世紀を記録

ぜひ、お求めください。部数限定です。
1冊・送料とも 5,500 円

※複数冊のお申込みでも 1 冊ずつの包装郵送になります。
※手渡し、事務局での現金購入は 5,000 円。




